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【
要
約
】
　
本
稿
は
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
新
四
国
借
款
団
政
策
の
一
ス
テ
ッ
プ
で
あ
る
薪
ア
メ
リ
カ
銀
行
団
結
成
の
過
程
と
そ
の
意
義
を
、
内
政
と
外
交
を
接

合
さ
せ
な
が
ら
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
一
九
一
八
年
五
月
、
日
本
と
中
国
の
「
煙
酒
借
款
」
交
渉
を
契
機
に
、
積
極
的
に
政
府
に
鋤
き
か
け
た
利
益
集
団

の
圧
力
が
、
新
ア
メ
リ
カ
銀
行
団
結
成
の
直
接
の
引
き
金
と
な
っ
た
が
、
そ
の
結
成
の
意
義
は
次
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
る
。
一
つ
は
、
新
ア
メ
リ
カ
銀

行
団
の
結
成
を
通
し
て
政
府
は
、
国
際
金
融
資
本
家
に
対
す
る
監
督
と
指
導
を
強
め
、
彼
ら
の
利
益
を
国
策
の
中
に
組
み
込
む
制
度
を
つ
く
っ
た
が
、
そ

れ
は
ア
メ
リ
カ
統
合
の
一
側
薗
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
、
二
つ
は
、
政
府
は
、
新
銀
行
団
の
メ
ソ
パ
ー
を
拡
大
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
銀
行
団
内
で

の
ウ
ォ
ー
ル
街
の
権
力
を
相
対
的
に
弱
め
る
一
方
、
今
ま
で
閉
め
出
さ
れ
て
い
た
他
の
銀
行
に
も
、
中
園
投
資
の
機
会
を
保
証
し
た
が
、
そ
れ
は
民
主
党

の
「
ニ
ュ
ー
フ
リ
ー
ダ
ム
」
の
政
治
思
想
を
表
現
し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
、
三
つ
は
、
新
四
国
借
款
団
結
成
の
真
の
動
機
は
、
戦
時
中
に
中
国
か
ら
手

に
入
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
利
権
を
、
戦
争
に
訴
え
る
こ
と
な
く
目
撃
か
ら
奪
い
取
る
こ
と
に
あ
り
、
そ
れ
は
き
わ
め
て
反
日
的
な
性
格
を
も
っ
て
い
た
こ
と
、

以
上
の
三
点
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吏
林
六
五
登
一
㎜
号
　
一
九
八
二
年
五
月

は
　
じ
　
め
　
に

　
一
九
＝
二
年
三
月
、
ウ
ッ
ド
ロ
ー
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
大
統
領
就
任
後
ま
も
な
く
、
ア
メ
リ
カ
銀
行
団
は
対
手
六
国
借
款
団
か
ら
脱
退
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

そ
れ
以
来
、
二
・
三
の
試
み
は
あ
っ
た
が
、
ア
メ
リ
カ
の
中
国
投
資
活
動
は
事
実
上
、
停
止
状
態
に
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
一
七
年
目
ら
一
八
年

に
か
け
て
、
ア
メ
リ
カ
の
参
戦
、
日
本
の
中
箇
へ
の
進
出
に
よ
っ
て
ア
メ
リ
カ
の
内
外
の
情
勢
が
一
変
し
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
政
権
は
こ
れ
ま
で
と
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っ
て
き
た
ウ
ォ
ー
ル
・
ス
ト
リ
ー
ト
に
対
す
る
態
度
お
よ
び
、
中
国
投
資
政
策
を
再
検
討
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。
そ
こ
で
政
府
は
、
従
来

消
極
的
で
あ
っ
た
中
国
投
資
政
策
を
大
転
換
し
、
　
「
門
戸
開
放
」
の
実
現
を
め
ざ
し
て
積
極
策
を
採
用
す
る
に
至
っ
た
。
そ
の
積
極
策
が
新
四

国
借
款
団
政
策
で
あ
る
が
、
政
府
は
｝
八
年
六
月
か
ら
七
月
に
か
け
て
、
自
ら
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
と
り
、
新
四
国
借
款
団
結
成
の
一
ス
テ
ッ

プ
と
し
て
、
新
し
く
ア
メ
リ
カ
銀
行
団
を
結
成
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
直
後
、
ア
メ
リ
カ
政
府
は
、
日
・
英
・
仏
の
政
府
に
新
四
国
借
款
団
の

結
成
を
呼
び
か
け
、
長
い
交
渉
の
末
、
つ
い
に
二
〇
年
十
月
に
そ
の
実
現
に
こ
ぎ
つ
け
た
。

　
新
四
国
借
款
団
に
関
す
る
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
、
そ
れ
を
結
成
す
る
際
の
ア
メ
リ
カ
の
動
機
・
旨
的
な
ど
、
主
と
し
て
そ
の
対
外
的
な
側

　
　
　
　
　
　
　
　
②

面
が
分
析
さ
れ
て
き
た
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
そ
こ
で
な
さ
れ
た
指
摘
は
重
要
で
あ
る
に
違
い
な
い
が
、
し
か
し
従
来
の
研
究
で
は
も
う
一
つ

の
重
要
な
国
内
的
な
側
面
、
つ
ま
り
新
ア
メ
リ
カ
銀
行
団
の
結
成
に
み
ら
れ
る
ア
メ
リ
カ
国
内
の
統
合
と
い
っ
た
重
要
な
側
面
が
充
分
検
討
さ

れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
と
い
う
の
は
結
論
を
先
取
り
し
て
い
え
ぼ
、
新
ア
メ
リ
カ
銀
行
団
の
結
成
に
は
、
多
国
籍
的
傾
向
を
も
つ
ウ

ォ
ー
ル
・
ス
ト
リ
ー
ト
に
対
し
て
、
政
府
は
監
督
と
指
導
性
を
強
め
、
国
際
金
融
資
本
家
の
利
益
を
、
よ
り
広
い
視
野
で
遂
行
す
る
国
策
の
中

に
組
み
込
む
、
と
い
っ
た
重
要
な
「
統
舎
・
管
理
」
の
側
面
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
新
四
国
借
款
団
の
結
成
を
め
ぐ
る
列
強
間
の
交
渉
お
よ
び
、
中
国
側
の
対
応
に
つ
い
て
は
別
の
機
会
に
譲
り
、
本
稿
で
は
ア
メ
リ
カ
の
内
外

の
情
勢
に
充
分
注
意
を
払
い
つ
つ
、
（
1
）
新
ア
メ
リ
カ
銀
行
団
結
成
の
契
機
、
（
2
）
そ
の
目
的
、
（
3
）
政
府
と
財
界
の
関
係
、
の
三
点
に
絞
っ

て
、
政
策
決
定
過
程
、
と
く
に
そ
こ
で
の
圧
力
団
体
の
役
割
お
よ
び
国
家
の
役
割
と
い
っ
た
問
題
を
検
討
し
た
い
。
そ
し
て
そ
れ
が
、
さ
ら
に

大
き
な
問
題
で
あ
る
第
一
次
大
戦
直
後
、
お
よ
び
二
十
年
代
の
ア
メ
リ
カ
の
東
ア
ジ
ア
政
策
を
理
解
す
る
た
め
の
一
つ
の
足
掛
り
と
な
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
③

を
願
う
も
の
で
あ
る
。

　
①
　
た
と
え
ば
、
ボ
ス
ト
ン
の
り
一
・
ヒ
ギ
ン
ソ
ソ
商
会
（
一
六
年
）
お
よ
び
、
シ
　
　
　
　
　
諸
國
間
の
独
占
体
と
と
ら
え
る
、
い
わ
ゆ
る
マ
ル
ク
ス
主
義
史
観
に
基
づ
く
研
究

　
　
カ
ゴ
の
大
陸
商
業
信
託
避
蓄
銀
行
（
一
六
年
）
の
ケ
ー
ス
な
ど
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
で
あ
る
。
そ
の
代
表
的
な
も
の
に
、
ω
8
菖
宏
①
塞
ぎ
σ
q
序
容
器
℃
げ
男
お
2
舞
P

　
②
　
こ
れ
ま
で
の
研
究
は
、
四
つ
に
大
別
さ
れ
る
。
一
つ
は
、
新
四
国
借
款
団
を
、
　
　
　
　
b
。
ミ
ミ
b
愚
畑
。
ミ
§
黛
（
お
ト
。
α
》
舅
お
α
〇
二
。
開
く
■
腰
巴
α
噛
き
ミ
義
q
§
い
、
ミ
ミ
ミ
㌧
宇

　
　
中
国
に
対
す
る
経
済
的
侵
略
と
搾
取
を
押
し
す
す
め
る
手
段
、
つ
ま
り
帝
国
主
義
　
　
　
　
　
燃
焼
§
§
ミ
恥
G
ミ
蕊
軌
馬
O
§
肋
ミ
慧
§
恥
（
一
㊤
。
。
旨
ソ
が
あ
り
、
わ
が
圏
で
は
、
儒
夫
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清
三
郎
岡
近
代
日
本
外
交
史
』
　
（
一
九
四
二
）
、
　
井
上
清
『
日
本
帝
国
主
義
の
形

成
臨
（
一
九
六
四
）
な
ど
が
あ
る
。

　
二
つ
は
、
グ
リ
ズ
ウ
ォ
ル
ド
を
代
表
と
す
る
研
究
で
あ
る
。
グ
リ
ズ
ウ
ォ
ル
ド

は
、
薪
四
国
借
款
団
結
成
の
目
的
は
、
中
国
に
お
け
る
日
本
の
単
独
行
動
を
阻
止

す
る
こ
と
に
あ
っ
た
、
と
主
張
し
、
そ
の
反
日
的
、
親
中
国
的
性
格
を
指
摘
す
る

一
方
、
新
借
款
団
の
結
成
を
、
東
ア
ジ
ア
に
英
米
の
共
通
の
利
益
が
存
在
す
る
と

ナ
イ
ー
ブ
に
も
信
じ
た
圏
務
省
が
、
自
国
の
国
益
を
追
求
す
る
イ
ギ
リ
ス
に
ま
ん

ま
と
利
用
さ
れ
た
ケ
ー
ス
と
と
ら
え
て
い
る
。
艶
艶
瓢
9
畠
O
同
比
毛
O
匡
層
↓
ひ
恥

凶
日
鉤
禽
鷺
§
℃
o
亀
曼
ミ
同
価
9
ミ
ミ
9
ミ
題
（
む
q
。
o
◎
）
嚇
O
剛
属
二
〇
ω
属
①
～
§
恥

§
婁
ミ
ミ
趨
§
o
§
慧
ミ
」
W
ぎ
9
ミ
ミ
9
ミ
跨
ミ
国
画
辱
§
榊
（
お
胡
ソ

　
三
つ
は
、
ウ
イ
リ
ア
ム
ズ
ら
の
研
究
で
あ
る
。
ウ
イ
リ
ア
ム
ズ
は
、
新
借
款
団

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
ソ
フ
オ
ヨ
ヤ
ル
の
エ
ン
パ
イ
ア

を
、
　
一
貫
し
て
海
外
膨
張
を
追
求
し
て
き
た
ア
メ
リ
カ
の
、
非
公
式
の
帝
圏
を
建

設
す
る
た
め
の
手
段
と
解
釈
す
る
一
方
、
そ
れ
の
も
つ
反
影
命
的
、
反
ナ
シ
ョ
ナ

リ
ズ
ム
的
側
面
を
強
調
す
る
。
ま
た
レ
ヴ
ィ
ン
は
、
新
借
款
団
の
結
成
を
、
ア
メ

リ
カ
の
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
の
下
に
、
安
定
し
た
自
由
主
義
的
・
資
本
主
義
的
国
際
秩
序

を
東
ア
ジ
ア
に
築
ぎ
、
そ
の
中
へ
日
本
を
抱
ぎ
込
も
う
と
す
る
試
み
で
あ
る
、
と

解
釈
す
る
。
毛
讐
貯
ヨ
》
ミ
津
冨
筥
。
。
噛
§
恥
↓
蕊
鷺
亀
ミ
奪
｝
ミ
智
§
騨
b
㌣

黛
§
ミ
曼
（
一
㊤
㎝
㊤
）
…
罫
O
o
肘
α
o
昌
b
Φ
＜
一
P
賢
二
帽
さ
。
ミ
。
起
§
、
防
§
ミ
蕊
鳳
曹

き
腰
ミ
℃
o
§
凡
a
（
お
①
o
。
）
巳

　
四
つ
は
、
入
江
氏
に
み
ら
れ
る
研
究
で
あ
る
。
第
一
次
大
戦
に
よ
っ
て
生
じ
た

國
際
政
治
シ
ス
テ
ム
の
変
化
、
お
よ
び
理
念
・
イ
メ
ー
ジ
・
態
度
の
変
化
を
重
視

す
る
入
江
氏
は
、
新
借
款
団
の
結
成
を
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
が
、
東
ア
ジ
ア
に
列
強
と

第
一
章
　
新
ア
メ
リ
カ
銀
行
団
結
成
の
前
史

　
の
協
調
を
土
台
と
す
る
新
た
な
国
際
秩
序
を
建
設
し
よ
う
と
し
た
試
み
と
と
ら
え

　
て
い
る
。
》
ぼ
障
翻
ぞ
ρ
延
凝
ミ
奪
塔
馬
蔑
ミ
珍
き
（
H
㊤
毬
）
、
邦
訳
で
は
、
『
極
東

　
新
秩
序
の
模
索
』
（
昭
四
三
）
。
同
じ
よ
う
な
問
題
意
識
と
ア
プ
ロ
ー
チ
で
新
借
款

　
団
問
題
を
論
じ
た
も
の
に
、
　
二
谷
太
一
郎
「
転
換
期
の
外
交
指
導
」
、
篠
原
、
三

　
谷
編
『
近
代
B
本
の
政
治
指
導
』
（
一
九
六
五
）
所
収
、
が
あ
る
。
こ
の
他
に
ウ
ィ

　
ル
ソ
ン
の
市
ハ
ア
ジ
ア
政
策
を
論
じ
た
も
の
に
、
口
島
ω
島
一
国
’
謎
掛
巴
9
ミ
8
ミ
。
ミ

　
薫
ぴ
。
§
§
蕊
き
馬
ミ
唖
肉
窮
理
（
回
り
㎝
卜
⊃
）
“
菊
。
団
≦
’
O
瓢
畦
ざ
き
。
ミ
。
§
§
鳶
。
起

　
§
蕊
憶
ミ
鵜
奮
賄
ミ
壽
㌧
o
訟
遷
噛
一
漫
い
よ
℃
い
。
鼠
（
同
㊤
㎝
圃
）
｝
裟
。
段
剛
ロ
σ
Q
p
o
ダ
．
．
℃
同
。
磐
。
。
。
。
。
”

　
℃
門
。
ω
℃
葭
需
唄
9
謬
恥
枠
げ
㊦
○
℃
o
跡
U
o
o
畳
枠
騨
①
身
心
。
霧
ρ
⇔
伽
O
曾
。
¢
目
9
℃
帥
巳

　
ψ
国
①
貯
ω
O
『
．
U
冨
ρ
　
6
巳
く
勇
気
ξ
O
h
≦
麟
ω
8
ロ
ω
冒
お
Φ
ご
く
貯
智
昌
］
ド

　
レ
隠
語
。
さ
、
．
｝
ヨ
。
臥
o
ρ
嵩
竃
霞
。
げ
ρ
暮
ω
o
隔
6
餌
℃
津
巴
汐
〇
三
盛
騨
、
、
U
冴
ω
噛
¢
巳
－

　
ぐ
窪
忽
身
。
楠
毒
置
0
8
ω
『
同
Φ
司
O
な
ど
が
あ
る
。
な
お
、
こ
の
時
期
の
ア
メ
リ
カ

　
の
東
ア
ジ
ア
政
策
を
学
説
史
的
に
論
じ
た
も
の
に
、
潟
。
σ
q
醇
∪
一
品
日
工
P
．
．
お
一
刈

　
占
り
b
。
卜
。
、
、
国
旨
㊦
珠
国
．
鼠
帥
一
陣
｝
欝
ヨ
Φ
。
・
ρ
月
げ
。
津
ω
o
P
一
昂
㊦
α
。
。
二
陣
ミ
ミ
詩
§
ヤ

　
肉
袋
無
鼠
亀
§
葡
ミ
ミ
ざ
蕊
、
抵
9
ミ
ミ
遷
（
刷
り
誌
）
が
あ
る
。

③
そ
も
そ
も
筆
者
が
、
新
四
国
借
款
団
政
策
一
そ
の
　
ス
テ
ヅ
プ
と
し
て
の
新

　
ア
メ
リ
カ
銀
行
団
の
結
成
1
の
問
題
を
と
り
あ
げ
る
の
は
、
両
大
戦
間
期
の
東

　
ア
ジ
ア
の
秩
序
を
維
持
し
た
と
さ
れ
る
ワ
シ
ン
ト
ン
体
制
1
そ
れ
を
生
み
出
し

　
た
ワ
シ
ン
ト
ン
会
議
…
へ
の
レ
ー
ル
が
、
実
は
一
八
年
か
ら
二
十
年
の
、
新
借

　
款
団
の
結
成
を
め
ぐ
る
英
米
日
仏
間
の
交
渉
の
巾
で
敷
か
れ
た
、
と
考
え
る
か
ら

　
で
あ
ろ
。

一
九
＝
二
年
三
月
十
八
日
、
　
ウ
ィ
ル
ソ
ン
大
統
領
は
、
　
タ
フ
ト
前
政
権
時
代
か
ら
六
国
借
款
団
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
、
当
時
中
国
政
府
と
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「
善
後
借
款
」
交
渉
に
あ
た
っ
て
い
た
ア
メ
リ
カ
銀
行
団
に
対
し
て
、
政
府
は
ア
メ
リ
カ
銀
行
団
の
六
国
借
款
団
継
続
参
加
を
要
請
し
な
い
旨

の
声
明
を
発
表
し
た
。
ア
メ
リ
カ
国
民
は
、
一
般
に
そ
の
声
明
を
、
共
和
党
タ
フ
ト
の
「
ド
ル
外
交
」
と
決
別
し
よ
う
と
す
る
民
主
党
ウ
ィ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

ソ
ン
の
意
志
の
表
明
と
う
け
と
め
た
。
そ
し
て
ア
メ
リ
カ
銀
行
団
は
、
声
明
発
表
の
直
後
、
六
国
借
款
団
か
ら
脱
退
し
た
。
ウ
ィ
ル
ソ
ン
声
明

は
、
ウ
ォ
ー
ル
・
ス
ト
リ
ー
ト
お
よ
び
、
一
般
投
資
家
の
中
国
投
資
熱
に
冷
水
を
浴
び
せ
る
結
果
を
も
た
ら
せ
た
が
、
一
方
ワ
シ
ン
ト
ン
と
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
と
の
関
係
は
、
こ
の
声
明
を
契
機
と
し
て
、
冷
た
い
関
係
が
続
く
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
一
三
年
か
ら
一
八
年
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

か
け
て
ア
メ
リ
カ
の
中
国
投
資
活
動
は
、
事
実
上
、
停
止
状
態
に
な
っ
た
。

　
そ
の
よ
う
な
状
態
を
つ
く
り
出
し
た
も
う
一
つ
の
重
要
な
事
件
は
、
一
四
年
七
月
の
第
一
次
大
戦
の
勃
発
で
あ
る
。
大
戦
勃
発
か
ら
ア
メ
リ

カ
の
参
戦
に
至
る
ま
で
、
ウ
ォ
ー
ル
・
ス
ト
リ
ー
ト
の
大
手
投
資
銀
行
、
特
に
モ
ル
ガ
ン
商
会
は
、
英
仏
両
国
に
対
す
る
資
金
の
調
達
を
す
べ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

て
取
り
し
き
る
こ
と
に
な
っ
た
。
つ
ま
り
こ
の
間
の
ウ
ォ
ー
ル
・
ス
ト
リ
ー
ト
の
主
た
る
関
心
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
あ
り
、
東
ア
ジ
ア
に
は
な
か

っ
た
。
け
だ
し
、
ウ
ォ
ー
ル
・
ス
ト
リ
ー
ト
の
と
っ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
最
優
先
の
態
度
は
、
無
理
か
ら
ぬ
も
の
で
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
モ
ル
ガ
ン

商
会
の
揚
舎
、
同
商
会
が
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
面
で
英
仏
の
戦
争
大
義
に
共
鳴
し
て
い
た
こ
と
、
同
商
会
は
ま
た
、
イ
ギ
リ
ス
に
は
モ
ル
ガ
ン
・

グ
レ
ン
フ
ェ
ル
商
会
、
フ
ラ
ン
ス
に
は
モ
ル
ガ
ン
・
ハ
ー
ゾ
ェ
ス
商
会
と
い
っ
た
パ
ー
ト
ナ
ー
を
持
ち
、
業
務
の
上
か
ら
も
、
血
縁
関
係
お
よ

び
人
的
交
流
の
上
か
ら
敵
古
一
か
ら
英
仏
と
緊
密
な
関
係
を
保
・
て
い
た
こ
緬
さ
ら
に
ビ
ジ
ネ
ス
の
面
だ
け
に
限
ぞ
み
て
戦
こ
れ
ま

で
の
取
引
関
係
か
ら
つ
ち
か
わ
れ
て
き
た
英
仏
に
対
す
る
信
用
・
信
頼
に
加
え
て
、
英
仏
の
公
債
は
両
国
政
府
の
保
証
付
で
あ
っ
た
の
で
、
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
へ
の
投
資
は
安
心
し
う
る
、
魅
力
あ
る
ビ
ジ
ネ
ス
で
も
あ
っ
た
こ
と
、
こ
れ
ら
三
点
を
考
慮
す
れ
ば
、
モ
ル
ガ
ン
商
会
が
、
英
仏
の

国
家
的
危
機
に
際
し
、
英
仏
へ
の
資
金
調
達
を
第
一
に
考
え
た
の
は
当
然
の
こ
と
と
い
え
よ
う
。

　
一
方
、
東
ア
ジ
ア
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
比
べ
、
投
資
市
場
と
し
て
魅
力
に
欠
け
て
い
た
。
と
い
う
の
は
中
国
投
資
に
対
す
る
ワ
シ
ン
ト
ン
政
府

の
支
持
ど
こ
ろ
か
同
情
も
得
ら
れ
な
い
上
に
、
中
国
の
政
情
は
不
安
定
で
あ
っ
た
の
で
、
中
国
投
資
は
そ
れ
だ
け
に
リ
ス
ク
の
大
き
い
事
業
で

あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
こ
と
は
、
モ
ル
ガ
ン
商
会
を
筆
頭
と
す
る
ア
メ
リ
カ
銀
行
団
が
、
中
濁
投
資
に
全
く
関
心
を
央
っ
て
し
ま
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つ
た
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
中
国
の
政
情
不
安
と
い
う
要
素
の
ほ
か
に
、
慢
性
的
な
財
政
難
の
た
め
に
借
款
を
非
常
に
必
要
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

て
い
た
中
国
政
府
の
事
情
も
あ
っ
て
、
中
国
借
款
の
利
子
率
は
そ
れ
だ
け
高
く
な
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
利
子
率
の
高
い
中
国
借
款
は
、
投
資
家

に
と
っ
て
魅
力
的
で
あ
っ
た
。
ま
た
モ
ル
ガ
ン
商
会
、
ク
ー
ソ
・
ロ
ー
ブ
商
会
な
ど
は
、
一
九
世
紀
末
か
ら
ア
メ
リ
カ
の
他
の
投
資
家
に
先
ん

じ
て
、
投
資
市
場
と
し
て
の
中
国
に
関
心
を
抱
き
、
実
際
に
投
資
事
業
に
従
事
し
て
き
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
大
手
投
資
銀
行
か
ら
な

る
ア
メ
リ
カ
銀
行
団
は
、
中
国
投
資
を
あ
く
ま
で
も
自
分
た
ち
の
業
務
と
み
な
し
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
彼
ら
の
注
意
と
関
心
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

に
釘
づ
け
さ
れ
て
い
る
間
に
、
ア
メ
リ
カ
銀
行
団
以
外
の
投
資
銀
行
が
、
中
国
の
投
資
市
場
に
割
り
込
も
う
と
し
た
り
、
国
務
省
が
、
ア
メ
リ

カ
銀
行
団
に
代
わ
る
ア
メ
リ
カ
の
単
独
借
款
と
し
て
、
そ
れ
ら
の
投
資
銀
行
を
援
助
し
よ
う
と
し
た
時
は
、
ア
メ
リ
カ
銀
行
団
は
そ
の
よ
う
な

動
き
を
妨
害
し
た
り
、
国
務
省
に
対
し
て
雰
協
力
の
戦
術
を
と
っ
た
。
た
と
え
ば
モ
ル
ガ
ン
商
会
な
ど
の
大
手
投
資
家
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
の
資

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

金
調
達
に
没
頭
し
て
い
る
間
に
、
中
国
市
場
に
割
り
込
も
う
と
し
た
ボ
ス
ト
ン
の
り
一
・
ヒ
ギ
ソ
ソ
ン
商
会
（
U
。
ρ
田
σ
q
σ
q
営
。
，
。
ロ
禽
0
9
以
後
リ

ー
商
会
と
略
記
）
に
対
し
て
と
っ
た
ア
メ
リ
カ
銀
行
団
の
態
度
は
、
そ
の
好
例
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
そ
の
ケ
ー
ス
を
詳
し
く
述
べ
る
余
裕
は
な
い

の
で
、
ア
メ
リ
カ
銀
行
団
が
リ
ー
商
会
の
妨
害
に
出
た
理
由
の
み
を
指
摘
す
る
に
と
ど
め
た
い
。

　
リ
ー
商
会
は
、
一
六
年
四
月
、
中
国
政
府
と
の
間
に
五
百
万
ド
ル
の
借
款
契
約
を
結
び
、
そ
れ
に
よ
っ
て
里
国
進
出
の
基
盤
を
築
き
、
戦
後

の
本
格
的
な
投
資
活
動
に
そ
な
え
よ
う
と
し
た
。
モ
ル
ガ
ン
商
会
が
り
1
商
会
の
妨
害
に
出
た
背
景
に
は
、
次
の
二
つ
の
要
因
が
あ
っ
た
。
　
一

つ
は
、
リ
ー
商
会
の
結
ん
だ
借
款
契
約
の
中
に
、
同
商
会
が
中
国
政
府
の
在
米
財
務
代
理
人
と
な
る
と
い
う
一
条
項
が
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
中

国
投
資
を
ア
メ
リ
カ
銀
行
団
の
固
有
の
事
業
と
考
え
る
モ
ル
ガ
ン
商
会
の
プ
ラ
イ
ド
を
大
い
に
傷
つ
け
る
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
、
中
国
投
資

に
対
す
る
モ
ル
ガ
ン
商
会
の
り
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
へ
の
真
向
う
か
ら
の
挑
戦
で
も
あ
っ
た
こ
と
。
二
つ
は
、
同
借
款
が
無
担
保
の
借
款
で
あ
っ
た

と
い
う
こ
と
。
こ
の
事
実
は
、
中
国
投
資
を
安
全
な
事
業
に
す
る
た
め
に
、
六
国
借
款
団
の
メ
ン
バ
…
と
共
に
ア
メ
リ
カ
銀
行
団
が
、
中
国
政

府
か
ら
担
保
を
き
び
し
く
要
求
し
て
き
た
こ
れ
ま
で
の
慣
例
を
破
る
も
の
で
あ
っ
た
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
が
前
例
と
な
っ
て
、
中
国
へ
の
投
資

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

条
件
が
悪
化
し
、
よ
っ
て
ア
メ
リ
カ
銀
行
団
の
将
来
の
投
資
活
動
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
う
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
、
以
上
の
二
点
で
あ
っ
た
。
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つ
ま
り
モ
ル
ガ
ン
商
会
が
り
1
商
会
に
と
っ
た
妨
害
の
戦
術
は
、
ア
メ
リ
カ
銀
行
団
が
中
国
投
資
に
関
心
を
失
っ
て
い
な
い
ど
こ
ろ
か
、
む
し

ろ
あ
く
ま
で
も
そ
の
事
業
を
独
占
し
た
い
と
考
え
て
い
た
こ
と
を
端
的
に
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。
言
い
換
え
れ
ば
、
第
一
次
大
戦
と
い
う
異
常

な
事
態
の
下
で
は
、
ア
メ
リ
カ
銀
行
団
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
最
優
先
す
る
が
、
東
ア
ジ
ア
に
対
し
て
は
、
終
戦
ま
で
、
あ
る
い
は
中
国
投
資
に
対

す
る
政
府
の
態
度
が
変
化
す
る
ま
で
、
現
状
の
ま
ま
凍
結
し
て
お
き
、
平
和
が
回
復
さ
れ
る
や
、
再
び
自
ら
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
、

中
国
投
資
を
独
占
的
に
継
続
し
よ
う
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
ア
メ
リ
カ
銀
行
団
に
こ
の
よ
う
な
思
惑
が
あ
っ
た
が
ゆ
え
に
、
一

三
年
か
ら
一
八
年
に
か
け
て
ア
メ
リ
カ
の
中
国
投
資
活
動
は
鈍
化
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
大
戦
勃
発
後
の
東
ア
ジ
ア
情
勢
に
、

ア
メ
リ
カ
政
府
は
ど
う
対
応
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
大
戦
が
勃
発
し
て
か
ら
一
ケ
月
も
た
た
な
い
一
四
年
八
月
に
、
日
本
政
府
は
日
英
同
盟
を
援
用
し
て
ド
イ
ツ
に
宣
戦
布
告
し

た
。
そ
し
て
日
本
は
ま
ず
、
赤
道
以
北
の
ド
イ
ツ
領
南
洋
諸
島
を
占
領
す
る
（
十
月
）
一
方
、
ド
イ
ツ
の
勢
力
範
囲
で
あ
る
山
谷
半
島
へ
と
進
出

し
て
い
っ
た
（
十
一
月
）
。
ま
た
中
国
政
府
に
対
し
て
は
日
本
は
、
英
仏
独
の
列
強
が
戦
争
に
忙
殺
さ
れ
て
い
る
す
き
間
を
ぬ
っ
て
、
自
国
の
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

場
を
よ
り
強
固
な
も
の
に
し
よ
う
と
し
た
。
そ
れ
は
二
十
一
ケ
条
の
要
求
（
一
五
年
一
月
）
、
そ
れ
に
中
国
政
府
に
対
す
る
種
々
の
借
款
・
供
与

　
　
　
　
　
⑨

の
形
を
と
っ
た
。
ド
イ
ツ
は
も
と
よ
り
、
同
盟
国
で
あ
る
英
仏
は
、
日
本
の
大
胆
な
行
動
が
中
国
に
お
け
る
自
国
の
利
益
を
脅
か
す
も
の
で
あ

る
と
感
じ
て
い
た
が
、
特
に
英
国
は
日
本
と
同
盟
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
や
、
戦
争
遂
行
上
、
日
本
の
協
力
が
必
要
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
日
本

の
行
動
に
真
正
面
か
ら
反
対
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
む
し
ろ
そ
れ
を
容
認
す
る
あ
り
さ
ま
で
あ
っ
た
。

　
一
方
、
ア
メ
リ
カ
政
府
に
し
て
も
、
日
本
と
軍
事
的
衝
突
に
ま
で
発
展
す
る
よ
う
な
対
日
強
硬
策
を
採
用
し
え
な
い
立
場
に
あ
っ
た
。
と
い

う
の
は
一
五
年
か
ら
一
六
年
に
か
け
て
、
ア
メ
リ
カ
は
ル
シ
タ
ニ
ア
号
撃
沈
事
件
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
　
「
潜
水
艦
戦
」
問
題
で
ド
イ
ツ
と

緊
張
関
係
に
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
日
米
問
に
は
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
に
お
け
る
日
系
移
民
の
土
地
所
有
欄
限
立
法
を
め
ぐ
っ
て
、
依

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

然
と
し
て
緊
張
が
残
っ
て
い
た
の
で
、
ア
メ
リ
カ
政
府
は
こ
れ
以
上
、
日
本
を
刺
激
し
た
く
は
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
中
国
に
お
け
る
田

本
の
行
動
を
抑
制
す
る
た
め
に
、
当
時
ア
メ
リ
カ
政
府
が
と
り
え
た
唯
一
の
戦
術
は
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
自
身
が
認
め
て
い
る
よ
う
に
、
日
本
政
府
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⑪

に
抗
議
す
る
こ
と
と
、
中
国
政
府
に
同
情
を
示
す
こ
と
の
二
つ
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
東
ア
ジ
ア
に
対
す
る
ア
メ
リ
カ
政
府
の
基
本
線
と
は
、
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

務
省
、
極
東
部
部
長
の
E
・
T
・
ウ
イ
リ
ア
ム
ズ
（
聖
恩
髪
騨
吋
岱
　
一
「
。
　
ぐ
く
一
一
一
一
帥
B
の
）
の
一
言
葉
に
従
え
ば
、
　
「
東
ア
ジ
ア
情
勢
を
凍
結
す
る
」
こ
と
で
あ

っ
た
。

　
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
ア
メ
リ
カ
の
消
極
的
な
政
策
は
、
中
国
へ
の
進
出
を
決
意
し
た
日
本
の
単
独
行
動
を
抑
制
す
る
の
に
決
し
て
充
分
で

は
な
か
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
一
六
年
十
月
に
成
立
し
た
寺
内
新
内
閣
は
、
大
隈
前
内
閣
の
武
断
的
・
強
圧
的
戦
術
を
修
正
し
、
経
済
的
な
側

面
に
重
点
を
置
き
な
が
ら
、
緊
密
な
幽
翠
経
済
協
力
関
係
の
樹
立
を
め
ざ
し
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
代
表
的
な
例
が
、
い
わ
ゆ
る
「
西
原
借
款
」

　
　
⑬

で
あ
る
。
そ
の
間
、
、
日
本
は
同
盟
関
係
を
う
ま
く
利
用
し
て
、
中
国
政
府
か
ら
と
り
つ
け
た
特
権
・
利
権
を
英
仏
に
認
め
さ
せ
る
こ
と
に
成
功

し
た
。
そ
し
て
日
本
は
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
も
そ
の
承
認
を
得
よ
う
と
し
た
。
そ
の
外
交
面
で
の
努
力
が
、
一
七
年
の
石
井
菊
次
郎
使
節
団
の
訪

　
　
　
　
⑭

米
で
あ
っ
た
。

　
一
方
、
日
本
の
単
独
行
動
を
抑
制
し
よ
う
と
す
る
ア
メ
リ
カ
の
立
場
は
、
一
七
年
四
月
に
ア
メ
リ
カ
が
参
戦
す
る
や
、
ま
す
ま
す
弱
ま
っ
て

い
っ
た
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
東
ア
ジ
ア
に
対
す
る
ア
メ
リ
カ
の
基
本
線
は
、
自
国
の
権
利
・
利
益
を
侵
害
す
る
よ
う
な
日
中
間
の
取
決
め
は

い
つ
さ
い
認
め
な
い
、
と
す
る
「
非
承
認
」
で
あ
り
、
そ
れ
は
東
ア
ジ
ア
情
勢
の
現
状
維
持
を
意
味
し
て
い
た
。
日
本
の
中
国
へ
の
大
幅
な
経

済
進
出
、
石
井
使
節
団
の
ア
メ
リ
カ
へ
の
派
遣
と
い
っ
た
日
本
の
攻
勢
に
対
し
、
ア
メ
リ
カ
政
府
は
、
あ
る
時
は
抗
議
、
ま
た
あ
る
時
は
日
米

　
　
　
　
⑮

の
経
済
提
携
と
い
っ
た
戦
術
を
と
り
な
が
ら
、
極
力
防
戦
に
努
め
た
。
つ
ま
り
一
七
年
か
ら
一
八
年
に
か
け
て
、
ア
メ
リ
カ
政
府
が
採
用
し
た

戦
術
と
は
、
国
務
省
第
三
次
官
爵
ン
グ
（
b
d
お
。
謀
霞
哉
α
Q
①
ピ
。
護
）
の
一
覧
葉
に
従
え
ば
、
日
米
間
の
懸
案
は
、
　
「
そ
の
問
題
点
を
あ
い
ま
い
に
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

て
、
最
終
的
な
解
決
を
回
避
す
る
」
こ
と
、
す
な
わ
ち
終
戦
ま
で
そ
の
解
決
を
「
引
延
す
」
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
以
上
、
一
三
年
か
ら
一
八
年
に
か
け
て
、
ア
メ
リ
カ
銀
行
団
お
よ
び
、
ア
メ
リ
カ
政
府
に
共
通
し
て
み
ら
れ
る
態
度
と
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
最

優
先
の
そ
れ
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
ア
メ
リ
カ
の
参
戦
後
、
顕
著
と
な
っ
た
。
別
な
言
い
方
を
す
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ
は
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
を
最
優
先
に
考
え
て
い
た
が
ゆ
え
に
、
日
本
は
比
較
的
ス
ム
ー
ズ
に
中
国
へ
進
出
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
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①
　
ア
メ
リ
カ
銀
行
団
お
よ
び
、
そ
れ
の
六
函
借
款
団
か
ら
の
脱
退
に
つ
い
て
は
、

　
拙
稿
「
ウ
ィ
ル
ソ
ン
政
権
と
ウ
ォ
ー
ル
・
ス
ト
リ
ー
ト
i
対
華
六
岡
借
款
躍
脱

　
退
問
題
を
中
心
と
し
て
i
（
上
）
（
下
）
」
　
（
『
西
洋
史
学
』
第
一
一
二
、
一
一
三

　
号
、
昭
和
五
四
年
）
を
参
照
。

②
　
そ
れ
は
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
声
明
の
内
容
お
よ
び
、
大
統
領
の
発
表
の
仕
方
に
そ
の

　
主
な
原
因
が
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
中
国
借
款
の
購
傭
を
説
明
し
、
中
園
投
資
に
対

　
す
る
政
府
の
意
向
を
た
だ
す
た
め
に
、
新
政
権
の
誕
生
後
ま
も
な
く
、
銀
行
団
の

　
代
褒
は
、
政
府
首
脳
と
会
談
を
も
っ
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
新
大
統
領
は
、
政
溝

　
の
決
定
を
銀
行
団
に
予
め
通
告
す
る
こ
と
な
く
、
声
明
の
形
で
公
表
し
て
し
ま
つ

　
た
。
ウ
ォ
ー
ル
・
ス
ト
リ
…
ト
に
対
す
る
大
統
領
の
頭
越
し
の
や
り
方
は
、
政
府

　
に
対
す
る
ア
メ
リ
カ
銀
行
団
の
態
度
を
破
化
さ
せ
る
こ
と
に
も
な
っ
た
。

　
　
と
こ
ろ
で
A
・
リ
ン
ク
は
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
頭
越
し
の
行
為
を
、
大
統
領
の
対

　
外
問
題
全
体
に
対
す
る
不
慣
れ
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
る
、
と
解
釈
し
て
い
る
。
こ
の

　
事
件
が
大
統
領
の
就
任
直
後
の
出
来
ぶ
で
あ
る
こ
と
か
ら
し
て
、
リ
ン
ク
の
説
は

　
肯
首
で
き
な
い
こ
と
は
な
い
が
、
後
に
明
ら
か
に
さ
れ
る
よ
う
に
、
筆
者
は
む
し

　
ろ
、
そ
れ
は
、
都
民
経
済
に
対
す
る
大
き
な
影
響
力
お
よ
び
、
多
国
籍
的
傾
向
を

　
も
つ
ウ
ォ
ー
ル
・
ス
ト
リ
ー
ト
に
対
す
る
、
掛
船
党
ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
反
ウ
ォ
ー
ル
・

　
ス
ト
リ
ー
ト
の
感
情
の
あ
ら
わ
れ
、
と
考
え
る
。
前
掲
論
文
、
〉
詳
げ
自
ω
．
U
ぎ
F

　
碁
。
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覇
ぴ
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§
説
き
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㌧
篭
簿
重
出
慧
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ミ
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日
り
日
劇
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や
器
脅

＠
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曜
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p
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（
お
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G
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．
H
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ご
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p
8
乙

　
ρ
頃
搾
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騨
9
ど
U
§
偽
ミ
さ
鳩
㌣
o
鎚
（
6
G
。
α
）
昌
p
や
H
区
噛
≦
唇
Φ
暮
即
O
舘
。
ω
。
。
P

　
さ
w
ミ
罫
ミ
這
切
ミ
誌
蹄
四
恥
§
込
嚇
ミ
蔑
ミ
（
目
り
『
O
）
℃
℃
．
8
野
卜
Q
H
ゲ
這
讐
b
σ
δ
ら

④
　
O
胃
8
。
。
P
o
》
職
牒
二
や
b
。
O
H
．

⑤
　
た
と
え
ば
、
一
五
年
十
月
の
》
瓢
σ
q
ざ
句
旨
昌
。
げ
α
曳
Φ
鎚
ざ
9
昌
（
齢
O
O
ρ
O
O
ρ

　
O
O
O
）
の
利
子
率
は
、
五
パ
ー
セ
ン
ト
、
一
六
年
十
月
の
d
口
詫
。
山
野
遊
α
q
α
O
日
O
h

　
O
器
盤
切
巴
諄
P
貯
帥
P
飾
岸
。
ご
鵠
q
。
。
賓
。
霞
ざ
ゆ
昌
（
魯
㌫
ρ
O
O
O
b
O
O
）
の
利
子
率

　
は
五
・
五
パ
…
セ
ン
ト
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
一
六
年
四
月
、
り
1
商
会
の
（
三

　
年
間
、
五
百
万
ド
ル
）
｛
甲
園
借
皿
款
の
利
子
一
髪
は
六
パ
ー
セ
ン
ト
、
　
一
穴
年
十
一
月
〃
、

　
シ
カ
ゴ
の
大
陸
商
業
信
託
貯
蓄
銀
行
の
（
三
年
閥
、
五
百
万
ド
ル
）
中
国
借
款
の

　
利
子
率
は
六
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
っ
た
。
ま
た
ア
メ
リ
カ
国
内
で
発
行
さ
れ
た
自
由

　
公
債
の
利
子
率
を
み
て
も
、
第
一
回
が
三
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
、
第
二
回
が
四
パ
ー

　
セ
ン
ト
、
第
三
回
、
第
四
囲
が
四
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
、
第
五
回
の
勝
利
庫
償
で
は
四

　
・
七
五
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
り
、
い
ず
れ
の
場
合
も
、
中
鷺
借
款
の
利
子
率
の
方
が

　
高
か
っ
た
。
緊
8
0
H
ω
O
P
o
憾
・
鼠
燥
こ
唱
■
ド
刈
G
Q
叫
∪
①
℃
㊤
詳
ヨ
⑦
暮
。
囲
ω
ぴ
箕
Φ
℃
寒
斎
篭

　
涛
ミ
ミ
§
偽
馬
。
導
馬
ぎ
ミ
む
噛
い
肉
ミ
ミ
賊
§
動
ミ
こ
ぎ
9
ミ
馬
恥
9
ミ
禽
冠
ミ
黛
℃
や

　
嵩
ρ
罷
の
…
O
げ
碧
同
＄
Ω
二
σ
o
冨
層
箆
ミ
ミ
帖
“
§
脚
ミ
醤
§
§
噛
薦
＆
｝
さ
検
ミ
甲
§
臓
N

　
（
一
㊤
ざ
）
℃
や
お
O
I
ω
P

⑥
り
1
商
会
が
進
出
し
よ
う
と
し
た
中
國
の
投
資
帯
場
の
状
況
は
、
簡
単
に
の
べ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
ば
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
本
来
、
中
國
投
資
を
め
ぐ
る
列

強
闘
の
競
争
は
、
主
と
し
て
中
国
の
財
源
、
つ
ま
り
投
資
に

対
す
る
担
保
を
め
ぐ
っ
て
行
な
わ
れ
た
と
い
っ
て
も
過
言
で

は
な
い
。
特
に
一
九
世
紀
末
以
来
、
中
國
政
府
は
慢
性
的
な

財
田
難
に
加
え
て
、
列
強
の
圧
力
の
下
に
、
鉄
道
敷
設
権
、

鉱
山
採
掘
権
の
み
な
ら
ず
、
関
税
、
壌
税
、
煙
酒
税
な
ど
團

内
の
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
財
源
を
担
保
に
入
れ
て
、
外
圏
か
ら

借
款
を
つ
づ
け
て
き
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
政
府
は
、
財
政
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難
を
克
服
し
え
ず
、
そ
の
た
め
に
既
に
抵
当
に
入
れ
て
い
る
財
源
ま
で
も
再
び
担

　
保
に
入
れ
て
、
別
の
投
資
家
か
ら
資
金
を
借
り
入
れ
ざ
る
を
得
な
い
状
態
に
あ
っ

　
た
。
中
国
側
の
こ
の
よ
う
な
契
約
違
反
に
対
し
て
投
資
国
は
、
外
交
ル
…
ト
を
通

　
し
て
中
国
政
府
に
抗
議
し
た
が
、
中
国
政
府
の
一
方
的
な
行
為
に
よ
っ
て
、
投
資

　
國
の
間
に
担
保
を
め
ぐ
っ
て
緊
張
が
生
じ
る
こ
と
が
少
な
く
な
か
っ
た
。
つ
ま
ウ
、

　
リ
i
商
会
が
進
出
し
よ
う
と
し
た
一
六
年
頃
晦
の
中
国
に
は
、
担
保
に
入
れ
る
べ

　
き
新
し
い
財
源
は
、
事
実
上
皆
無
に
等
し
か
っ
た
。

⑦
　
リ
ー
商
会
の
中
國
投
資
に
態
す
る
モ
ル
ガ
ソ
商
会
の
妨
害
お
よ
び
、
両
者
の
利

　
害
の
調
整
を
試
み
た
が
失
敗
に
終
っ
た
圏
務
省
の
努
力
に
つ
い
て
は
、
↓
ρ
落
ω
匿

　
冒
暮
讐
山
P
、
、
芝
o
o
脅
。
ぞ
≦
鴇
8
昌
、
。
・
U
o
一
一
霞
U
賊
乱
〇
筥
ρ
o
《
貯
夢
①
司
p
円

　
目
霧
茸
夢
。
属
。
毛
9
臥
器
。
α
o
O
o
蕊
。
ぽ
言
ヨ
㍉
㊤
峯
占
O
鉾
、
、
U
一
ω
ω
’
q
置
く
。
崩
一
身

　
O
臨
≦
冨
o
O
コ
ω
二
日
り
『
Φ
の
第
三
章
を
参
照
。

⑧
二
十
一
ケ
条
要
求
に
関
す
る
研
究
は
、
わ
が
国
で
は
石
田
栄
雄
「
二
十
一
箇
条

　
問
題
と
列
強
の
抵
抗
－
米
闘
と
の
関
係
1
」
　
（
日
本
国
際
政
治
学
会
編
『
日

　
本
外
交
史
研
究
…
大
正
霊
代
；
』
、
　
九
五
八
）
所
収
、
山
本
四
郎
「
参
戦
・

　
二
十
一
ケ
条
要
求
と
．
陸
軍
」
（
『
史
林
』
五
七
巻
三
号
、
一
九
七
四
）
、
味
岡
徹
「
第

　
一
次
大
戦
初
期
の
中
国
民
族
運
動
－
二
十
一
ケ
条
要
求
と
中
国
民
衆
」
（
『
歴
史

　
学
研
究
』
別
冊
特
集
、
一
九
七
九
年
十
月
）
が
あ
る
。
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
で
は
、

　
℃
ρ
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っ
’
U
三
一
曽
、
、
0
8
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鉄
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借
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鄭
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葦
間
鉄
道
借
款
（
一
五

　
年
）
、
安
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鉄
道
借
款
（
一
五
年
）
、
海
蘭
鉄
道
会
社
借
款
（
一
五
年
）
そ
れ
に
大

　
倉
組
製
鉄
資
金
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五
年
）
な
ど
が
あ
る
。
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史
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史
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国
■
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≦
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ω
銀
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ヨ
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冨
鼠
口
β
H
き
。
b
。
ρ
ド
リ
δ
吻
。
。
り
Q
。
．
竃
＼
δ
り
ρ

　
σ
。
窓
冨
ヨ
①
暮
。
｛
ω
9
け
ρ
客
㊤
仲
一
〇
門
田
》
呂
ぼ
ぐ
。
。
・
（
眞
隙
U
ω
翼
｝
伴
暴
灘
）

　
≦
霧
プ
貯
α
Q
8
要
り
．
ρ

⑬
　
　
「
西
原
借
款
」
に
関
す
る
研
究
は
、
わ
が
国
で
は
、
鈴
木
、
前
掲
書
、
大
森
と

　
く
子
「
西
原
借
款
に
つ
い
て
」
　
（
『
歴
史
学
研
究
職
四
一
九
号
、
　
一
九
七
五
年
四

　
月
）
、
谷
寿
子
「
寺
内
内
閣
と
西
原
借
款
」
（
『
都
立
大
学
法
学
会
雑
誌
臨
十
巻
一
）
、

　
波
多
野
善
大
「
西
原
借
款
の
基
本
的
構
想
」
（
『
名
古
屋
大
学
文
学
部
十
周
年
記
念

　
論
文
集
』
一
九
五
八
）
、
石
井
金
一
郎
「
西
原
借
款
の
背
景
」
　
（
『
史
学
雑
誌
』
六

　
五
編
一
〇
五
暑
、
一
九
五
六
）
、
高
橋
誠
「
西
原
借
款
の
財
政
問
題
（
一
）
」
（
『
経

　
済
志
林
』
第
三
六
巻
二
号
）
、
同
、
「
西
原
借
款
の
展
開
過
程
」
（
『
経
済
志
林
』
第

　
三
九
巻
一
、
二
号
）
が
あ
る
。
ま
た
ア
メ
リ
カ
で
は
、
男
三
図
旨
ρ
U
窪
σ
q
α
o
戸

　
、
．
冒
唱
ρ
膨
．
。
・
団
p
一
嘗
『
①
ぎ
図
ω
貯
三
巨
冒
男
比
①
昌
鳥
ぐ
男
⑦
口
餓
9
屡
毛
一
葺
O
財
ぎ
ρ

　
貯
お
旨
1
お
一
。
。
、
、
℃
§
鴬
。
ミ
象
ミ
詩
ミ
旨
き
軌
§
〈
o
一
噸
b
。
9
客
ρ
。
。
（
〉
瓢
σ
q
島
け

　
戸
り
ζ
n
9
）
℃
や
b
3
ま
I
b
3
刈
㊤
な
ど
が
あ
る
。

⑭
石
井
・
ラ
ン
シ
ン
グ
協
定
に
関
す
る
研
究
は
、
わ
が
国
で
は
、
隅
部
広
治
「
ラ

　
ン
シ
ン
グ
H
石
井
協
定
の
意
義
」
　
（
『
歴
史
学
研
究
』
一
七
五
号
、
一
九
五
四
）
、

　
雷
昌
光
蔵
…
「
石
井
・
ラ
ン
シ
ン
グ
一
陽
定
」
　
（
日
本
國
際
…
政
治
学
会
備
細
『
日
＋
轡
外
交
中
（

　
研
究
1
…
大
正
時
代
一
』
一
九
五
八
、
所
収
）
、
長
岡
新
次
郎
「
石
井
・
ラ
ン
シ

　
ン
グ
協
定
の
成
立
」
　
（
製
本
国
際
政
治
学
会
編
『
農
本
外
交
史
の
諸
問
題
皿
』
一
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言
忌
八
、
所
収
）
、
B
・
F
・
ビ
ャ
ー
ズ
、
入
江
昭
「
ラ
ン
シ
ン
グ
の
対
日
政
策
」

（
日
本
国
際
政
治
学
会
編
『
罠
米
関
係
の
展
開
』
一
九
六
一
、
所
収
）
、
鹿
島
守
之

助
「
石
井
・
ラ
ン
シ
ン
グ
協
定
」
（
『
日
本
外
交
政
策
の
史
的
考
察
』
第
十
五
章
、

一
九
五
九
）
が
あ
る
。
ま
た
ア
メ
リ
カ
で
は
、
薄
舞
酔
。
質
男
切
8
H
ω
層
．
、
図
9
。
巻

U
程
ω
貯
σ
q
．
。
。
℃
δ
℃
o
の
鼠
尉
面
σ
q
鉱
ロ
三
十
ピ
智
℃
聲
．
、
寄
価
慧
。
襲
乳
ミ
鳶
ミ
淘
§
帖
§

＜
9
メ
角
く
引
臼
ρ
蒔
（
り
剣
O
〈
Φ
ご
ρ
σ
O
目
　
円
㊤
切
目
）
℃
℃
．
ω
㊤
H
ム
0
9
弓
懸
。
窪
い
ω
㌣

掩
。
乙
．
、
、
国
匿
℃
o
瓜
日
⑦
幹
貯
O
o
暮
9
言
ヨ
。
暮
輔
翼
o
q
三
け
巴
ω
＄
富
ω
ω
3
巴

国
霧
宮
品
。
僧
邑
一
愚
舘
」
㊤
同
刈
占
竃
。
。
、
．
寒
昏
慧
。
ミ
無
ミ
智
ミ
鴻
§
帖
§
〈
o
一
．

図
×
×
H
〆
翼
ρ
蒔
（
り
州
O
〈
O
一
一
P
σ
①
同
　
H
り
『
O
）
b
や
蒔
ω
り
ふ
日
が
あ
る
。

⑮
　
日
米
間
の
経
済
提
携
に
関
し
て
は
、
鈴
木
、
前
掲
書
、
有
賀
夏
紀
「
ア
メ
リ
カ

　
実
業
界
と
門
芦
開
放
i
》
ヨ
。
碁
器
ぎ
け
窪
盲
悼
圃
。
奉
同
O
。
弓
。
養
菖
8
の
中
国

　
大
運
河
改
修
事
業
l
I
一
九
　
一
⊥
九
一
八
」
（
『
ア
メ
夢
力
研
究
』
八
碧
、
｝

　
九
七
四
）
、
お
よ
び
松
田
、
前
掲
博
士
論
文
、
第
四
章
を
参
照
。

⑯
］
W
器
。
鉱
葭
誌
σ
q
Φ
い
。
農
伴
。
男
。
げ
㊦
詳
い
塁
ω
冒
σ
q
層
》
農
塞
け
餅
お
箋
…
U
o
品
．
ω

　
O
o
筥
ヨ
Φ
暮
。
⇒
名
凶
≡
ρ
算
ω
．
ω
霞
㊦
ヨ
。
同
日
曾
3
｝
巳
団
齢
璽
お
ミ
噛
い
g
σ
q
℃
㌘

　
℃
o
声
竃
p
昌
蕊
。
ユ
冥
U
一
三
。
・
一
〇
卸
配
σ
冨
q
o
琉
O
o
轟
『
。
ω
ω
噛
芝
癖
）
。
。
匡
嶺
汁
§

　
d
．
ρ
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第
二
章
　
新
ア
メ
リ
カ
銀
行
団
結
成
の
契
機

　
次
に
、
一
八
年
に
ア
メ
リ
カ
政
府
が
、
積
極
的
な
中
国
投
資
政
策
を
採
用
す
る
に
至
っ
た
、
つ
ま
り
新
ア
メ
リ
カ
銀
行
団
を
結
成
す
る
に
至

っ
た
契
機
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。
そ
の
契
機
は
大
別
し
て
、
海
外
的
な
も
の
と
、
国
内
的
な
も
の
に
分
れ
る
が
、
ま
ず
海
外
的
な
契
機

か
ら
検
討
を
始
め
よ
う
。

　
そ
の
第
一
の
要
因
は
、
一
七
年
の
初
め
か
ら
、
英
仏
そ
れ
に
日
本
か
ら
ア
メ
リ
カ
の
借
款
団
へ
の
復
帰
を
求
め
る
働
き
か
け
が
あ
っ
た
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
γ
テ
イ
率
ソ
タ
ル
・
ア
ン
ド
・
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
・
ト
ラ
ス
ト
・
ア
ン
ド
・
セ
イ
ヴ
イ
ソ
グ
・
バ
ン
ク

で
あ
る
。
リ
ー
商
会
に
よ
る
中
国
借
款
の
挫
折
と
時
を
ほ
ぼ
同
じ
く
し
て
、
今
度
は
シ
カ
ゴ
大
　
陸
商
　
業
　
信
　
託
　
貯
　
蓄
　
銀
　
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

（
以
後
シ
カ
ゴ
銀
行
と
略
記
）
が
、
一
六
年
十
一
月
に
中
国
政
府
と
借
款
契
約
を
結
ん
だ
。
こ
の
シ
カ
ゴ
借
款
は
、
無
担
保
の
リ
i
借
款
と
は
異
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②
　
　
　
　
　
　
　
　
③

り
、
煙
酒
税
を
担
保
に
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
に
フ
ラ
ン
ス
お
よ
び
、
借
款
団
か
ら
抗
議
を
う
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
と
い
う
の
は
煙
酒
税
を

担
保
と
す
る
と
い
う
シ
カ
ゴ
借
款
の
一
条
件
が
、
既
に
結
ぼ
れ
て
い
た
彼
ら
の
借
款
契
約
に
抵
触
し
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
こ
の
シ
カ
ゴ
借
款
を

ア
メ
リ
カ
単
独
に
よ
る
借
款
の
最
後
の
希
望
と
考
え
て
い
た
ウ
ィ
ル
ソ
ン
政
府
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
抗
議
は
「
門
戸
開
放
」
の
原
則
に
反
す
る
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

の
と
し
て
、
毅
然
た
る
態
度
で
の
ぞ
ん
だ
。
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シ
カ
．
コ
借
款
の
契
約
が
成
立
し
た
こ
と
に
最
も
大
き
な
脅
威
を
感
じ
た
の
は
恐
ら
く
日
本
で
あ
っ
た
ろ
う
。
と
い
う
の
は
日
本
は
、
当
時
交

渉
が
進
展
し
て
い
た
ア
メ
リ
カ
ン
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
（
広
益
公
司
）
の
中
国
大
運
河
改
修
事
業
に
加
え
て
、
シ
カ

ゴ
借
款
を
、
巨
大
な
資
本
の
力
を
背
景
と
す
る
ア
メ
リ
カ
の
中
国
進
出
の
前
触
れ
と
考
え
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
日
本
は
、
ア
メ
リ
カ
の

中
国
へ
の
投
資
活
動
に
禦
肘
を
加
え
る
た
め
に
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
戦
術
を
用
い
た
。
た
と
え
ば
、
中
国
政
府
へ
の
圧
力
お
よ
び
、
よ
り
有
利

　
　
　
　
　
　
　
⑤
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
米
間
の
経
済
提
携
そ

な
借
款
の
申
し
入
れ
、
シ
カ
ゴ
借
款
に
不
利
に
な
る
よ
う
な
清
里
を
ア
メ
リ
カ
の
新
聞
に
流
す
と
い
っ
た
情
宣
活
動
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

れ
に
、
シ
カ
ゴ
借
款
に
対
抗
す
る
た
め
、
国
際
借
款
団
に
よ
る
中
国
借
款
の
提
案
な
ど
で
あ
っ
た
。

　
嚢
世
凱
没
後
（
一
六
年
六
月
）
、
中
国
政
府
は
政
情
の
安
定
を
は
か
る
た
め
、
そ
の
資
金
を
再
び
外
国
に
求
め
た
。
前
述
の
シ
カ
ゴ
借
款
契
約

の
成
立
は
、
そ
の
成
功
の
例
で
あ
る
が
、
中
国
政
府
は
同
時
に
、
興
国
借
款
団
に
も
借
款
を
申
し
込
ん
で
い
た
。
中
国
政
府
の
申
し
込
み
を
受

け
た
日
本
は
、
シ
カ
ゴ
借
款
に
対
抗
し
う
る
中
国
借
款
を
協
議
す
る
た
め
に
、
借
款
団
会
議
を
早
急
に
開
く
よ
う
提
案
し
た
。

　
当
時
、
中
国
へ
自
国
の
資
金
を
ま
わ
す
余
裕
を
も
た
な
い
英
仏
露
の
各
国
は
、
複
雑
な
気
持
で
日
本
の
提
案
を
受
け
入
れ
た
。
と
い
う
の
は

三
国
、
特
に
英
仏
は
、
日
本
の
提
案
に
応
じ
な
い
場
合
、
日
本
が
単
独
で
中
国
に
借
款
し
、
し
か
も
小
額
の
前
貸
金
で
利
権
を
独
占
す
る
の
で

は
な
い
か
、
と
恐
れ
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
わ
け
で
一
七
年
一
月
三
十
日
に
、
ロ
ン
ド
ン
で
第
二
次
善
後
借
款
に
関
す
る
借
款
団
会

議
が
開
か
れ
た
。
ロ
ン
ド
ン
会
議
の
重
要
な
決
議
事
項
の
み
を
列
記
す
れ
ば
、
一
つ
は
、
借
款
金
額
は
一
千
万
か
ら
二
千
万
ポ
ン
ド
の
間
と
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
チ
　
フ
の
イ
ソ
ス
ベ
ク
タ
　

る
一
方
、
担
保
は
塩
税
の
ほ
か
に
、
地
租
を
追
加
担
保
と
し
、
日
本
人
顧
　
　
　
問
が
地
租
の
整
理
、
監
督
に
あ
た
る
こ
と
、
二
つ
は
、
中
国

債
の
発
行
は
日
本
と
ア
メ
リ
カ
が
あ
た
る
こ
と
と
し
、
ア
メ
リ
カ
銀
行
団
に
対
し
て
、
借
款
団
へ
の
復
帰
と
第
二
次
善
後
借
款
へ
の
参
加
を
呼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

び
か
け
る
こ
と
、
の
二
点
で
あ
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
ア
メ
リ
カ
の
借
款
団
へ
の
復
帰
を
求
め
る
意
図
は
、
各
国
さ
ま
ざ
ま
で
あ
っ
た
。
た

と
え
ば
日
本
の
場
合
、
第
二
次
善
後
借
款
お
よ
び
、
後
述
す
る
幣
制
借
款
と
い
っ
た
大
型
借
款
を
単
独
で
引
き
受
け
う
る
ほ
ど
の
資
本
力
を
も

た
な
か
っ
た
の
で
、
資
本
は
当
時
残
さ
れ
た
唯
一
の
出
資
国
ア
メ
リ
カ
と
折
半
し
て
投
資
し
よ
う
と
考
え
て
い
た
。
そ
れ
に
も
ま
し
て
重
要
な

こ
と
は
、
日
本
は
ア
メ
リ
カ
を
再
び
借
款
団
内
に
引
き
込
ん
で
、
そ
れ
に
よ
っ
て
ア
メ
リ
カ
単
独
の
投
資
活
動
に
禦
肘
を
加
え
よ
う
と
し
た
の
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で
あ
っ
た
。
で
は
イ
ギ
リ
ス
の
場
合
は
ど
う
か
。
日
本
の
揚
子
江
流
域
へ
の
進
出
お
よ
び
、
中
国
政
府
へ
の
単
独
借
款
に
神
経
を
と
が
ら
せ
て

い
た
イ
ギ
リ
ス
は
、
日
英
同
盟
関
係
か
ら
生
じ
る
制
約
お
よ
び
、
戦
争
の
た
め
に
自
国
の
資
金
を
中
国
に
ま
わ
す
だ
け
の
余
裕
を
も
た
な
か
っ

た
こ
と
も
あ
り
、
日
本
の
単
独
行
動
を
有
効
に
抑
制
し
え
な
い
立
場
に
あ
っ
た
。
そ
こ
で
イ
ギ
リ
ス
は
、
ア
メ
リ
カ
に
借
款
団
へ
の
復
帰
を
す

す
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
に
東
ア
ジ
ア
の
問
題
に
こ
れ
ま
で
よ
り
も
深
く
係
わ
ら
せ
、
イ
ギ
リ
ス
に
代
わ
っ
て
日
本
を
抑
制
し
て
も

　
　
　
　
　
　
⑩

ら
お
う
と
考
え
た
。
さ
ら
に
イ
ギ
リ
ス
は
、
ア
メ
ツ
カ
が
借
款
団
に
復
帰
し
た
暁
に
は
、
一
時
的
に
せ
よ
イ
ギ
リ
ス
の
分
ま
で
も
ア
メ
リ
カ
に

出
資
さ
せ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
既
存
の
イ
ギ
リ
ス
の
国
華
利
益
を
守
ろ
う
と
し
た
。
そ
し
て
ア
メ
リ
カ
を
説
得
す
る
際
、
イ
ギ
リ
ス
は
東
ア
ジ
ア

に
お
け
る
英
米
の
利
益
の
一
致
と
両
国
の
協
力
の
必
要
性
を
強
調
し
た
の
で
あ
っ
た
。
以
上
、
注
配
す
べ
き
事
実
は
、
一
七
年
の
初
め
以
降
、

協
商
国
側
か
ら
ワ
シ
ン
ト
ン
お
よ
び
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
対
し
て
、
ア
メ
リ
カ
の
借
款
団
へ
の
復
帰
を
う
な
が
す
働
き
か
け
が
絶
え
間
な
く
さ

れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
新
ア
メ
リ
カ
銀
行
団
の
結
成
に
至
ら
し
め
た
海
外
の
第
二
の
要
因
は
、
「
西
原
借
款
」
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
一
七
年
か
ら
一
八
年
に
か
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

て
活
発
化
し
た
日
本
の
中
国
へ
の
投
資
活
動
で
あ
る
。
特
に
、
一
七
年
七
月
、
中
国
政
府
か
ら
の
幣
制
借
款
の
申
し
込
み
に
対
し
、
日
本
が
す

ぐ
さ
ま
そ
れ
を
引
き
受
け
る
意
志
を
表
明
し
た
こ
と
に
よ
り
、
幣
制
借
款
を
め
ぐ
る
日
米
の
角
逐
が
表
面
化
し
た
こ
と
で
あ
る
。
幣
制
借
款
に

　
　
　
オ
ブ
シ
ヨ
ソ

対
す
る
優
先
権
を
持
っ
て
い
た
英
仏
は
、
そ
れ
へ
の
出
資
が
出
来
な
か
っ
た
の
で
、
幣
制
借
款
の
申
し
込
み
を
取
り
下
げ
る
よ
う
、
中
国
政
府

に
勧
告
し
た
。
と
い
う
の
は
英
仏
両
国
は
、
既
に
多
額
の
負
債
を
か
か
え
て
い
る
中
国
が
、
幣
制
借
款
で
さ
ら
に
巨
額
の
借
金
を
す
る
こ
と
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

ま
す
ま
す
中
国
に
対
す
る
日
本
の
影
響
力
を
増
大
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
、
と
恐
れ
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
し
か
し
中
国
政
府
は
、
幣
制
改
革
の
必

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

要
性
と
財
政
難
を
理
由
に
、
英
仏
の
忠
告
を
退
け
た
。
そ
れ
に
日
本
が
、
中
国
政
府
の
申
し
入
れ
を
引
受
け
る
用
意
の
あ
る
こ
と
を
表
明
し
た

こ
と
か
ら
、
英
仏
に
よ
る
中
国
政
府
の
説
得
工
作
は
完
全
に
失
敗
し
た
。
そ
こ
で
ア
メ
リ
カ
が
単
独
で
同
借
款
を
引
受
け
る
か
、
ま
た
は
借
款

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

団
に
復
帰
し
て
そ
れ
に
参
加
し
な
い
限
り
、
幣
綱
借
款
は
事
実
上
、
日
本
が
単
独
で
行
な
う
と
い
う
可
能
性
が
強
く
な
っ
て
き
た
。

　
で
は
、
日
本
、
イ
ギ
リ
ス
か
ら
幣
制
借
款
へ
の
参
加
の
要
請
を
受
け
て
い
た
ア
メ
リ
カ
は
、
幣
制
借
款
を
ど
う
と
ら
え
て
い
た
の
か
。
ウ
ィ
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ル
ソ
ン
政
府
は
、
申
国
投
資
事
業
の
中
で
幣
制
借
款
を
特
別
号
し
て
い
た
が
、
そ
れ
は
次
の
三
つ
の
理
由
に
も
と
づ
い
て
い
た
。
一
つ
は
、
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

九
〇
三
年
の
米
里
通
商
条
約
締
結
以
来
、
中
国
の
幣
制
改
革
に
関
心
を
抱
い
て
い
た
ア
メ
リ
カ
は
、
そ
の
事
業
を
ア
メ
リ
カ
入
の
手
で
行
な
い

た
い
と
い
っ
た
野
心
を
持
っ
て
い
た
こ
と
、
と
い
う
の
は
ア
メ
リ
カ
は
、
幣
制
改
革
が
単
に
中
国
の
近
代
化
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
事
業
の
一

つ
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
中
国
へ
の
経
済
進
出
の
重
要
な
ス
テ
ッ
プ
で
も
あ
る
、
と
と
ら
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
二
つ
は
、
幣
制
借
款
に
対
し

て
早
急
に
何
ら
か
の
行
動
を
と
ら
な
い
限
り
、
日
本
人
が
幣
制
改
革
を
断
行
す
る
可
能
性
が
で
て
き
た
こ
と
、
つ
ま
り
幣
制
改
革
の
顧
問
に
臼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

本
人
を
採
用
す
る
と
い
う
了
解
が
、
す
で
に
借
款
団
メ
ン
バ
ー
の
間
に
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
ア
メ
リ
カ
政
府
は
、
事
態
を
こ
の
ま
ま
放
置
す
れ

ば
、
幣
制
改
革
に
対
し
て
長
年
抱
き
つ
づ
け
て
き
た
夢
を
、
日
本
に
踏
み
に
じ
ら
れ
て
し
ま
う
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
に
よ
っ
て
日
中
間
に
円
ブ

揖
ッ
ク
と
い
っ
た
緊
密
な
金
融
関
係
が
で
き
、
中
国
が
ま
す
ま
す
日
本
の
勢
力
圏
内
に
入
っ
て
し
ま
う
か
も
知
れ
な
い
、
と
い
っ
た
懸
念
を
抱

　
　
　
⑫

い
て
い
た
。
以
上
の
二
点
が
、
ア
メ
リ
カ
政
府
が
幣
制
借
款
を
特
別
害
し
て
い
た
理
由
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
　
「
幣
制
借
款
」
問
題
に
対
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
ン
タ
じ
ち
ハ

ア
メ
リ
カ
政
府
の
即
断
と
行
動
を
求
め
た
も
の
に
、
次
の
二
つ
の
要
因
が
あ
っ
た
。
一
つ
は
、
一
二
年
に
結
ん
だ
善
後
借
款
に
関
す
る
六
国
借

ソ
ク
ロ
ア
グ
じ
り
メ
ソ
ト

款
団
協
定
の
期
限
が
、
一
七
年
六
月
十
八
日
に
切
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
ア
メ
リ
カ
銀
行
団
は
、
最
早
同
協
定
に
拘
束
さ
れ
な
く
な
っ
た
と
い

う
事
実
で
、
も
う
一
つ
は
、
英
仏
が
握
っ
て
い
た
幣
舗
借
款
に
対
す
る
優
先
権
の
期
限
、
つ
ま
り
一
七
年
十
月
十
四
日
が
間
近
に
せ
ま
り
つ
つ

あ
っ
た
と
い
う
事
実
で
あ
っ
た
。

　
以
上
の
ご
と
く
、
一
方
で
は
日
英
仏
か
ら
借
款
団
へ
の
復
帰
の
働
き
か
け
が
あ
り
、
他
方
で
は
幣
制
改
革
に
対
す
る
日
本
の
野
心
が
表
面
化

し
た
こ
と
に
よ
り
、
ア
メ
リ
カ
政
府
は
一
七
年
の
半
ば
か
ら
、
中
国
投
資
政
策
を
真
剣
に
か
つ
具
体
的
に
再
検
討
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し

て
国
務
省
の
B
・
ロ
ン
グ
お
よ
び
、
E
・
T
・
ウ
イ
リ
ア
ム
ズ
は
、
後
に
採
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
新
四
国
借
款
団
政
策
の
青
写
真
と
、
新
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

メ
リ
カ
銀
行
団
の
結
成
を
企
画
す
る
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
政
策
の
立
案
が
、
ま
だ
国
務
省
の
下
級
官
僚
の
レ
ベ
ル
で
行
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
、

戦
争
の
遂
行
が
国
策
の
最
優
先
を
占
め
て
い
た
こ
と
な
ど
、
一
七
年
段
階
で
は
国
内
的
に
ま
だ
機
が
熟
し
て
い
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
ロ
ン
グ
、

ウ
イ
リ
ア
ム
ズ
の
青
写
真
が
、
政
策
と
し
て
採
用
さ
れ
る
に
は
あ
と
一
年
ま
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
理
由
の
く
わ
し
い
説
明
は
後
に
譲
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る
こ
と
に
し
て
、
次
に
な
ぜ
国
務
省
が
、
新
四
国
借
款
団
の
結
成
を
政
策
と
し
て
採
用
し
た
か
、
を
検
討
し
て
み
た
い
。

　
国
務
省
に
お
い
て
東
ア
ジ
ア
堅
塁
、
特
に
中
国
借
款
の
問
題
を
担
当
し
た
の
は
、
第
三
次
官
ロ
ン
グ
と
極
東
部
部
長
ウ
イ
リ
ア
ム
ズ
で
あ
っ

た
。
二
人
は
、
　
「
幣
制
借
款
」
問
題
に
対
し
て
、
次
の
三
つ
の
戦
術
を
検
討
し
た
。
第
一
は
、
ア
メ
リ
カ
の
単
独
借
款
と
い
う
戦
術
で
あ
っ
た
。

彼
ら
の
意
見
は
、
こ
の
戦
術
は
確
か
に
望
ま
し
い
こ
と
に
違
い
な
い
が
、
そ
の
場
合
、
日
本
は
中
国
政
府
の
要
人
を
買
収
し
た
り
し
て
、
ア
メ

リ
カ
の
事
業
を
妨
害
す
る
こ
と
が
大
い
に
考
え
ら
れ
た
の
で
、
単
独
借
款
の
成
功
率
は
低
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
結
局
、
そ
の
よ
う
な

理
由
で
第
一
の
戦
術
は
退
け
ら
れ
た
。
第
二
は
、
日
米
両
国
に
よ
る
共
同
借
款
と
い
う
戦
術
で
あ
る
。
こ
の
戦
術
に
も
難
点
が
あ
っ
た
。
そ
れ

は
、
日
米
が
共
同
出
資
す
る
関
係
上
、
恐
ら
く
幣
制
改
革
の
顧
問
に
、
臼
米
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
人
、
計
二
人
が
採
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、

両
人
の
意
見
が
食
い
違
っ
た
場
合
、
そ
れ
が
日
米
間
の
政
治
的
対
立
に
発
展
す
る
可
能
性
を
も
っ
て
い
る
、
と
い
う
点
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う

な
理
由
で
第
二
の
戦
術
も
退
け
ら
れ
た
。
第
三
は
、
ア
メ
リ
カ
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
の
下
に
、
新
た
に
国
際
借
款
団
を
結
成
す
る
と
い
う
戦
術

で
、
そ
れ
は
直
接
的
に
は
、
幣
制
改
革
の
顧
問
に
日
本
人
が
採
用
さ
れ
る
の
を
阻
止
す
る
案
と
し
て
考
え
ら
れ
た
。
第
三
の
戦
術
は
、
同
時
に

次
の
四
つ
の
利
点
を
も
っ
て
い
た
9
一
つ
は
、
新
国
際
借
款
団
の
結
成
は
、
ア
メ
リ
カ
の
借
款
団
へ
の
復
帰
、
す
な
わ
ち
英
仏
の
要
請
に
答
え

る
こ
と
を
意
味
す
る
か
ら
、
そ
の
代
償
と
し
て
英
仏
か
ら
、
中
国
に
お
け
る
彼
ら
の
勢
力
範
囲
の
撤
廃
の
約
束
が
期
待
で
き
る
こ
と
、
二
つ
は
、

B
本
の
単
独
行
動
を
抑
制
し
た
り
、
勢
力
範
囲
の
拡
張
を
は
か
る
列
強
の
野
心
を
く
じ
く
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
か
ら
い
っ
て
、
借
款
団
の

外
に
立
つ
よ
り
も
、
そ
の
内
に
い
る
方
が
よ
り
効
果
的
で
あ
る
こ
と
、
三
つ
は
、
中
国
の
幣
制
改
革
に
対
し
、
ア
メ
リ
カ
は
発
言
権
を
行
使
し

う
る
こ
と
、
四
つ
は
、
リ
ー
借
款
、
シ
カ
ゴ
借
款
に
み
ら
れ
た
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
の
単
独
借
款
は
列
強
の
妨
害
に
あ
い
、
実
際
に
は
そ
の
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

功
の
見
込
み
が
ほ
と
ん
ど
な
い
の
に
対
し
、
借
款
団
の
一
メ
ン
バ
ー
と
し
て
参
加
す
る
場
合
、
列
強
の
妨
害
を
心
配
す
る
必
要
の
な
い
こ
と
、

以
上
の
四
点
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
国
務
省
は
、
戦
術
と
し
て
新
国
際
借
款
団
の
結
成
を
決
定
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
ロ
ン
グ
、

ウ
イ
リ
ア
ム
ズ
が
考
案
し
た
新
国
際
借
款
団
お
よ
び
、
新
ア
メ
リ
カ
銀
行
団
の
青
写
真
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。

　
ウ
ィ
ル
ソ
ン
政
権
、
す
な
わ
ち
ロ
ン
グ
お
よ
び
ウ
イ
リ
ア
ム
ズ
は
、
現
存
す
る
五
国
借
款
団
お
よ
び
、
そ
の
構
成
メ
ン
バ
…
で
あ
る
各
国
の
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銀
行
団
に
、
望
ま
し
く
な
い
側
面
が
二
つ
あ
る
、
と
考
え
て
い
た
。
す
な
わ
ち
そ
の
側
面
こ
そ
が
、
一
三
年
三
月
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
に
あ
の
有
名

な
声
明
を
出
さ
せ
た
も
の
な
の
で
あ
る
。
一
つ
は
、
借
款
団
お
よ
び
、
各
銀
行
団
が
独
占
体
で
あ
る
と
い
う
側
面
、
つ
ま
り
各
銀
行
室
内
に
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ル
ト
ウ
　
ブ
ラ
　
ソ
シ
み

投
資
銀
行
が
支
配
的
な
影
響
力
を
も
ち
、
そ
れ
が
、
政
府
の
監
督
の
入
り
込
む
余
地
の
な
い
ほ
ど
の
「
自
由
裁
量
権
」
を
握
っ
て
い
る
こ
と
、

二
つ
は
、
借
款
団
の
投
資
事
業
が
中
国
の
主
権
を
侵
害
し
、
中
国
人
民
を
搾
取
す
る
性
格
を
も
っ
て
い
る
こ
と
、
つ
ま
り
借
款
団
の
メ
ン
バ
ー

が
、
借
款
団
を
通
し
て
自
国
の
勢
力
範
囲
を
強
化
し
て
き
た
、
と
い
う
側
面
で
あ
っ
た
。
要
す
る
に
、
ロ
ン
グ
、
ウ
イ
リ
ア
ム
ズ
が
指
摘
し
た

か
っ
た
の
は
、
モ
ル
ガ
ン
商
会
を
り
ー
ダ
ー
と
す
る
ア
メ
リ
カ
銀
行
団
が
他
の
投
資
銀
行
の
そ
れ
へ
の
参
加
を
拒
ん
で
、
中
国
投
資
事
業
を
独

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
メ
カ
ニ
ズ
ム

鳴
し
て
い
る
と
い
う
点
と
、
政
府
が
国
際
金
融
資
本
家
の
活
動
を
監
視
し
、
そ
れ
を
チ
ェ
ッ
ク
し
う
る
制
度
が
現
存
の
ア
メ
リ
カ
銀
行
団
に
は

な
い
た
め
に
、
ア
メ
リ
カ
政
府
を
好
む
と
好
ま
ざ
る
と
に
か
か
わ
ら
ず
、
外
国
と
の
対
立
・
紛
争
お
よ
び
、
中
国
の
内
政
干
渉
に
巻
き
込
む
危

険
性
を
も
っ
て
い
る
、
と
い
う
点
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
ロ
ン
グ
は
、
以
上
の
二
点
を
ふ
ま
え
て
、
一
七
年
七
月
三
十
日
に
新
ア
メ
リ
カ
銀
行
団

と
新
国
際
借
款
団
の
青
写
真
を
つ
く
っ
た
。
そ
の
青
写
真
と
は
、
〇
一
投
資
銀
行
が
ア
メ
リ
カ
銀
行
団
内
で
、
支
配
的
な
影
響
力
を
行
使
す
る

こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
そ
の
構
成
メ
ン
バ
ー
を
拡
大
し
て
、
力
の
分
散
を
は
か
り
、
そ
し
て
⇔
政
府
が
、
中
国
の
主
権
を
侵
害
す
る
お
そ
れ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

あ
る
よ
う
な
国
際
借
款
団
の
事
業
を
予
め
チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
制
度
を
確
立
す
る
た
め
の
、
　
「
モ
デ
ル
・
プ
ラ
ン
」
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
し

て
新
借
款
団
の
青
写
真
は
、
早
く
も
一
七
年
夏
に
出
き
あ
が
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
が
、
そ
れ
を
政
策
と
し
て
実
施
す
る
ま
で
に
、
あ
と
一
年

待
た
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
な
ぜ
だ
っ
た
の
か
。
そ
の
問
に
答
え
る
た
め
に
、
次
に
新
ア
メ
リ
カ
銀
行
団
結
成
の
国
内
的
な
契
機
を
検

討
し
て
み
た
い
。

　
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
＝
二
年
か
ら
ア
メ
リ
カ
の
参
戦
に
至
る
ま
で
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
政
権
と
ウ
ォ
ー
ル
・
ス
ト
リ
ー
ト
は
、
中
国
投
資
に

関
す
る
限
り
平
行
線
を
た
ど
り
、
そ
の
関
係
は
、
相
手
側
に
対
し
不
信
と
嫉
妬
を
抱
く
と
い
っ
た
冷
た
い
関
係
で
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
関
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

を
相
互
春
野
に
も
と
つ
く
緊
密
な
関
係
へ
と
変
え
た
最
大
の
要
因
は
ア
メ
リ
カ
の
参
戦
で
あ
り
、
特
に
四
回
に
及
ぶ
自
由
公
債
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

に
み
ら
れ
た
、
ウ
ォ
ー
ル
・
ス
ト
リ
ー
ト
の
政
府
へ
の
協
力
と
そ
れ
へ
の
貢
献
で
あ
っ
た
。
一
旦
戦
争
に
突
入
す
る
や
、
政
府
は
も
ち
ろ
ん
の
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こ
と
財
界
に
と
っ
て
も
、
戦
争
勝
利
が
最
大
の
目
標
と
な
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
政
府
は
、
英
仏
へ
の
貸
付
け
は
両
国
の
戦
力
を
維

持
す
る
上
で
不
可
欠
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
自
由
公
債
の
発
行
は
戦
争
遂
行
上
の
重
大
な
政
策
課
題
で
あ
る
、
と
考
え
て
い
た
。
そ
こ
で
政
府

は
、
愛
国
心
に
訴
え
て
財
界
の
自
由
公
債
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
へ
の
協
力
を
求
め
た
。
そ
れ
に
対
し
て
財
界
も
、
戦
争
勝
利
の
た
め
に
政
府
に
積
極

　
　
　
　
　
⑫
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

的
に
協
力
し
た
。
そ
し
て
政
府
お
よ
び
財
界
の
指
導
者
が
認
め
る
よ
う
に
、
自
由
公
債
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
大
成
功
を
お
さ
め
た
。

　
政
府
と
財
界
と
の
信
頼
関
係
を
回
復
さ
せ
た
も
う
一
つ
の
重
要
な
要
因
は
、
政
府
が
、
財
界
の
協
力
の
代
償
と
し
て
財
界
優
遇
措
置
を
講
じ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

た
と
い
う
点
に
あ
る
。
思
う
に
、
自
由
公
債
は
、
民
間
証
券
、
特
に
ウ
ォ
ー
ル
・
ス
ト
リ
ー
ト
が
大
規
模
に
投
資
し
て
い
る
鉄
道
証
券
の
価
格

を
引
き
下
げ
る
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
が
投
資
銀
行
家
の
大
き
な
悩
み
の
種
で
あ
っ
た
。
財
界
の
そ
の
よ
う
な
悩
み
に
対
し
て
、
政
府
は
一
八
年

四
月
、
戦
時
金
融
公
社
（
≦
錠
固
p
窪
8
0
。
壱
。
諺
江
8
）
を
設
立
し
て
、
鉄
道
会
社
に
信
用
を
供
与
し
た
。
そ
の
措
置
は
鉄
道
証
券
の
値
下
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

り
を
防
ぎ
、
よ
っ
て
財
界
の
心
配
の
種
を
と
り
の
ぞ
い
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
こ
こ
に
政
府
と
財
界
と
の
間
に
、
相
互
信
頼
に
も
と
つ
く
協

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

力
関
係
の
枠
組
が
で
き
上
が
っ
た
の
で
あ
る
。
政
府
と
財
界
と
の
間
に
相
互
信
頼
が
回
復
さ
れ
た
こ
と
の
他
に
、
自
由
公
債
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

通
し
て
、
銀
行
家
の
問
に
緊
密
な
協
力
関
係
が
で
き
た
こ
と
、
ま
た
戦
時
景
気
を
通
し
て
、
シ
カ
ゴ
を
は
じ
め
、
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
、
セ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

ト
ル
イ
ス
な
ど
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
以
外
の
金
融
の
中
心
地
が
台
頭
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
ウ
ォ
ー
ル
・
ス
ト
リ
ー
ト
も
、
今
や
こ
れ
ら
の
銀
行
の

存
在
を
無
視
し
え
な
く
な
っ
た
と
い
う
事
実
も
、
あ
わ
せ
て
記
憶
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
以
上
の
よ
う
に
、
参
戦
を
契
機
に
政
府
と
財
界

の
関
係
は
、
緊
密
度
を
増
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
新
国
際
借
款
団
と
新
ア
メ
リ
カ
銀
行
団
の
結
成
の
青
写
真
が
、
一
七
年
の
夏
に

完
成
し
て
い
た
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
ぜ
一
八
年
の
夏
ま
で
そ
の
実
施
が
延
び
た
の
か
、
そ
の
理
由
を
次
章
で
検
討
し
て
み
た
い
。
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ウィルソン政権の新四国借款団政策（松田）

　
喝
▼
＝
①
’

⑥
U
書
ω
言
σ
q
叶
。
ぞ
蔚
9
日
冑
冒
嵩
奉
蔓
ミ
”
お
ミ
曜
○
。
8
■
ヨ
謡
刈
＆
p
U
u
ウ
客
2

　
犀
↓
■
ノ
く
臨
一
す
日
。
噂
．
ω
諸
。
諺
P
㍗
已
q
欝
蔓
鐙
’
一
㊤
ミ
▼
び
〇
二
9
q
勺
聾
℃
o
屋
．

⑦
第
…
章
の
註
⑯
を
参
照
。

⑧
ω
冒
ρ
O
器
§
δ
切
三
囲
0
5
嘘
細
9
毒
ρ
曼
ρ
お
ミ
”
℃
署
韓
ω
O
o
日
ヨ
目
三
－

　
o
霧
Φ
畠
げ
団
｝
ρ
℃
p
ロ
⑦
。
。
o
》
導
げ
霧
鈴
α
o
円
（
℃
ρ
露
℃
プ
『
霧
¢
o
楠
6
①
｝
①
α
q
護
導
マ
。
白

　
く
置
o
o
口
艮
鼠
0
8
嵩
P
噺
躰
①
α
月
。
同
塗
ρ
㎏
ρ
昌
q
霞
団
H
ρ
お
ミ
）
｝
ρ
昌
ロ
ρ
畦
三
二
．

　
H
匿
メ
窯
ミ
、
導
ミ
O
o
ミ
騎
博
9
ミ
§
聴
慢
湧
特
讐
識
鳶
恥
G
ミ
唱
誌
題
卜
。
匙
醤
物
§
ミ
O
o
苧

　
ミ
砺
訟
s
跳
℃
9
旧
く
（
お
嵩
）
（
配
食
G
ミ
謡
跨
鴨
卜
。
ミ
購
§
ミ
q
o
嵩
偽
＄
無
。
蕊
伴
暴

　
蟄
）
男
○
画
O
伊
ト
コ
b
o
ρ
屑
。
話
表
目
○
曲
o
ρ
勺
鶴
三
附
。
図
①
o
o
a
O
曲
o
ρ
U
o
嵩
α
o
コ
■

⑨
　
び
o
a
図
。
げ
Φ
算
0
8
旨
ざ
と
ω
け
o
P
㎏
2
コ
ロ
p
蔓
も
o
O
お
同
メ
O
ミ
噛
罵
鶏
卜
§
論
動

　
ミ
蕊
G
o
§
毒
忌
s
琶
娼
帥
『
け
＜
（
ら
ミ
）
層
閃
○
蒔
O
伊
さ
ρ
器
旧
鑑
。
品
鑓
ど
O
お
艮
。
質

　
曾
O
ρ
け
。
い
や
露
。
茜
ρ
ゆ
欝
O
ρ
噛
寓
費
お
プ
N
ち
ミ
魑
。
。
り
ω
・
㎝
ぐ
↑
“
鏡
噛
鴨
謁
q
⑦

　
誘
爲
．
や
冨
。
。
嚇
鈴
木
、
前
掲
書
、
七
五
－
七
六
頁
。

⑩
借
款
団
へ
の
復
帰
の
他
に
、
イ
ギ
リ
ス
の
ア
メ
リ
カ
へ
の
働
き
か
け
は
、
ア
メ

　
リ
カ
資
本
の
滋
入
を
条
件
と
し
た
、
英
米
共
同
の
豪
勇
鉄
道
建
設
の
申
し
出
が
あ

　
る
。
b
ご
ユ
臨
ω
ぽ
拶
P
α
O
鉱
P
O
ω
①
O
O
円
℃
O
H
P
試
O
昌
げ
O
舅
O
話
凶
σ
Q
⇒
O
曲
O
Φ
噛
｝
帥
昌
直
P
『
矯

　
謹
”
お
嵩
…
司
。
話
茜
昌
○
速
8
早
し
d
三
朔
ω
げ
の
コ
α
○
ぼ
口
Φ
ω
①
O
o
同
℃
o
轟
江
9
ノ

　
一
ρ
路
口
斜
垂
雪
3
8
H
日
ご
Ω
μ
胃
H
霧
〉
群
島
ω
け
。
凋
。
器
茜
昌
○
臨
o
o
．
顯
田
津
ρ
蔓
b
o
Q
◎
噂

　
榊
㊤
ド
刈
卵
切
巴
h
o
¢
円
挫
。
＞
冨
ぴ
。
コ
戸
口
。
σ
門
β
ρ
円
転
G
月
’
↑
鯨
8
　
0
、
§
鮮
魯
馬
　
【
o
§
嵩
§
嵐

　
O
o
嵩
偽
跨
蔑
。
蕊
頃
p
多
く
（
H
㊤
ミ
）
層
膨
○
膳
O
㎝
”
胎
b
ρ
Q
Q
■

　
　
な
お
、
湖
広
鉄
道
を
め
ぐ
る
英
米
関
係
に
つ
い
て
は
、
別
の
機
会
に
く
わ
し
く

　
検
討
す
る
予
定
で
あ
る
。

⑪
　
一
七
年
の
初
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続
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善
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に
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膜
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。
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っ
た
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⑮
た
と
え
ば
、
一
九
｝
○
年
十
月
二
十
七
日
に
清
朝
と
ア
メ
リ
カ
銀
行
団
の
間
で

　
締
結
さ
れ
た
幣
綱
改
革
突
業
開
発
公
債
仮
契
約
、
お
よ
び
幣
制
借
款
を
四
国
借
款

　
団
の
共
同
得
業
と
し
た
、
一
九
一
　
年
四
月
十
五
日
の
幣
制
改
．
革
公
債
本
契
約
な

　
ど
で
あ
る
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ウ
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ソ
ン
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権
と
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ォ
ー
ル
・
ス
ト
リ
ー
ト
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上
）
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⑯
一
七
年
一
月
三
十
日
の
ロ
ン
ド
ン
会
議
で
は
、
次
の
二
つ
の
点
で
借
款
団
メ
ン

　
バ
…
の
間
に
了
解
が
成
立
し
て
い
た
。
　
一
つ
は
、
第
一
一
次
善
後
借
款
契
約
が
締
結

　
さ
れ
た
暁
に
ば
、
幣
制
借
款
は
そ
の
一
部
と
し
て
併
含
さ
れ
る
こ
と
、
二
つ
は
、

　
次
の
外
国
人
財
政
顧
問
に
は
、
日
本
人
が
任
命
さ
れ
る
こ
と
、
以
上
の
一
一
点
で
あ

　
つ
た
。
し
た
が
っ
て
幣
制
借
款
が
成
立
す
れ
ば
、
日
本
人
が
顧
問
に
採
用
さ
れ
る
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四
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利
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債
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照
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昭
四
六
）
、
第
五
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照
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⑳
　
た
と
え
ば
一
七
年
十
一
月
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
要
請
で
、
モ
ル
ガ
ソ
商
会
の
ト
マ

　
ス
・
W
・
ラ
モ
ン
ト
が
、
経
済
・
財
政
問
題
の
顧
問
に
就
任
し
た
こ
と
は
、
政
府

　
と
財
界
の
新
し
い
関
係
を
象
徴
的
に
物
語
っ
て
い
る
。

⑳
　
た
と
え
ば
新
ア
メ
リ
カ
銀
行
団
の
織
…
成
を
み
れ
ば
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
以
外
の
地

　
域
の
台
頭
ぶ
り
が
う
か
が
え
よ
う
。
旧
ア
メ
リ
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銀
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団
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メ
ン
バ
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が
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ウ
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十
三
の
銀
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注⑱の図
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the　Solicitor
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the　Law　Clerk

Richard　A．　Johnson，　The　Administration　of　Ulnitea　States　Foreign　Policy　p．　60

　　　　　　　　　　　　　　　　（University　of　Te：　as　Press，　1971）

注⑳の表 自由公籔と勝利公債 （単位100万ドル）

発行年月日 認可発行額 募集額 応募額 割当て額

皿1次自由公債 17．05．14 ＄5，000 ＄2，000 ＄3，035．2 鵠2，000

第2次　〃 17．10．01 4，500 3，000 4，617．5 3，808．8

第3次　ク 18．04．06 2，500 3，000＊ 4，176．5 4，176．5

第4次　〃 18．09．28 8，000 6，000 6，992．9 6，964．5

勝利公債 19．04．21 7，000 4，500 5，249．9 4，498．3

合 計 ＄27，000 ＄18，500 ＄24，072．1 ＄21，448ユ

（註）数字は概数としたため，合計額は引際の額と多少ずれることがある。

＊　認可発行額より5億ドル多いのは第1次及び第2次の認可発行額のうちの未発行
　額の一部を加えたためである。

図表はCharles　Gilbert，　A7nerican　Finαncing（ゾVVold　War　X，　P．139のテwhブル

に筆者が発行年月日を加えて作成したものである。
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第
三
章
　
政
策
決
定
過
程
と
圧
力
集
団

　
ロ
ン
グ
の
青
写
真
の
実
施
が
遅
れ
た
主
な
原
因
は
、
中
国
借
款
に
対
す
る
ウ
ィ
ル
ソ
ン
政
権
内
の
意
見
の
食
い
違
い
お
よ
び
、
宮
僚
機
構
に

あ
り
が
ち
な
事
務
処
理
上
の
不
手
際
に
あ
っ
た
。
一
七
年
九
月
か
ら
一
八
年
六
月
に
か
け
て
、
国
務
長
官
ロ
バ
ー
ト
・
ラ
ン
シ
ン
グ
（
図
。
げ
Φ
騨

ゼ
彗
。
。
貯
σ
q
）
は
、
財
務
省
、
陸
軍
省
、
商
務
省
な
ど
の
関
係
閣
僚
お
よ
び
、
大
統
領
に
対
し
、
繰
返
し
中
国
借
款
の
重
要
性
と
新
国
際
借
款
団
結

成
の
必
要
性
を
力
説
し
て
き
た
。
た
と
え
ば
、
幣
制
借
款
の
重
大
な
政
治
的
影
響
を
認
識
し
て
い
た
ラ
ン
シ
ン
グ
は
、
　
一
七
年
九
月
十
九
日
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

財
務
長
官
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
マ
ッ
カ
ド
ゥ
（
ノ
ン
N
一
一
一
一
ρ
言
　

り
隠
O
》
伽
O
O
）
に
中
国
借
款
引
受
け
の
認
可
を
求
め
た
。
し
か
し
当
時
、
財
務
省
は
自
由
公
債

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
忙
殺
さ
れ
て
い
た
た
め
、
ラ
ン
シ
ン
グ
は
財
務
長
官
か
ら
な
か
な
か
そ
の
返
事
が
も
ら
え
な
か
っ
た
。
そ
れ
と
い
う
の
も
、

ラ
ン
シ
ン
グ
の
手
紙
が
陸
軍
省
に
ま
わ
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
を
知
っ
た
ラ
ン
シ
ン
グ
は
、
早
速
陸
軍
長
官
ニ
ュ
ー
ト
ン
・
D
・

ベ
イ
カ
i
（
ワ
州
①
毒
伴
O
昌
　
H
）
。
　
切
斜
障
Φ
同
）
に
対
し
て
、
中
国
借
款
の
必
要
性
を
説
き
、
つ
い
に
国
務
長
官
は
、
軍
事
的
見
地
か
ら
み
て
中
国
借
款
は
望

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

ま
し
い
、
と
の
回
答
を
ベ
イ
カ
ー
長
官
か
ら
得
た
。

　
陸
軍
省
か
ら
「
青
信
号
」
を
も
ら
っ
て
気
を
よ
く
し
た
ラ
ン
シ
ン
グ
は
、
今
度
は
十
月
と
十
一
月
の
二
度
に
わ
た
っ
て
、
中
国
借
款
の
も
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

政
治
的
な
重
大
性
に
大
統
領
の
注
意
を
喚
起
し
た
。
し
か
し
戦
争
勝
利
を
最
優
先
に
考
え
て
い
た
ウ
ィ
ル
ソ
ン
か
ら
は
、
何
ら
具
体
的
な
返
事

は
帰
っ
て
こ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
国
務
省
は
、
財
務
省
の
反
対
を
克
服
す
る
た
め
に
、
ロ
ン
グ
自
ら
が
財
務
省
の
代
表
の
ア
ル
バ
ー
ト
・
ス
ト
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ラ
ウ
ス
（
巴
σ
Φ
ヰ
ω
潮
雲
ω
ω
）
と
会
談
し
、
国
務
省
の
具
体
案
に
つ
い
て
協
議
し
た
。
そ
こ
で
も
ロ
ン
グ
は
、
中
国
借
款
が
政
治
的
に
必
要
な
こ

と
、
そ
し
て
中
国
借
款
の
た
め
に
新
ア
メ
リ
カ
銀
行
団
の
結
成
が
必
要
な
こ
と
、
の
二
点
を
強
調
す
る
と
と
も
に
、
ス
ト
ラ
ウ
ス
に
自
分
の
企

画
し
た
「
モ
デ
ル
・
プ
ラ
ン
」
を
説
明
し
た
。
そ
の
中
で
ロ
ン
グ
は
、
ウ
ォ
ー
ル
・
ス
ト
リ
ー
ト
、
す
な
わ
ち
旧
ア
メ
リ
カ
銀
行
団
と
関
係
の

な
い
シ
カ
ゴ
銀
行
の
ジ
ョ
ン
・
J
・
ア
ボ
ッ
ト
（
冒
巨
｝
．
き
σ
。
ε
が
中
心
に
な
っ
て
、
新
ア
メ
リ
カ
銀
行
団
を
結
成
す
べ
き
だ
、
と
主
張
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

た
。
ロ
ン
グ
は
こ
の
冠
す
で
に
、
ア
ボ
ッ
ト
に
新
ア
メ
リ
カ
銀
行
団
の
結
成
を
指
示
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
、
民
主
党
員
で
あ
る

ロ
ン
グ
虜
身
が
中
西
部
の
セ
ン
ト
ル
イ
ス
出
身
で
あ
る
こ
と
に
加
え
て
、
彼
が
ウ
ォ
ー
ル
・
ス
ト
リ
ー
ト
に
対
し
て
い
か
に
強
い
不
信
感
を
抱

い
て
い
た
か
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
ス
ト
ラ
ウ
ス
は
、
現
時
点
は
自
由
公
債
キ
ャ
ン
ペ
…
ン
中
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
国
民
の

流
動
資
金
を
吸
い
上
げ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
中
国
借
款
は
、
戦
争
遂
行
上
望
ま
し
く
な
い
、
と
答
え
た
。
さ
ら
に
ス
ト
ラ
ウ
ス
は
、
自
由
公

債
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
対
す
る
ウ
ォ
ー
ル
・
ス
ト
リ
…
ト
の
協
力
と
そ
の
貢
献
ぶ
り
を
指
摘
し
た
後
、
新
ア
メ
リ
カ
銀
行
団
の
結
成
は
、
ウ
ォ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

ル
・
ス
ト
リ
ー
ト
が
中
心
に
な
っ
て
行
な
う
べ
き
だ
、
と
反
論
し
た
。
す
な
わ
ち
財
務
省
は
、
自
由
公
債
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
成
功
を
第
一
義
に

考
え
て
お
り
、
そ
の
た
め
に
は
ウ
ォ
…
ル
・
ス
ト
リ
ー
ト
の
協
力
は
不
可
欠
で
あ
る
と
信
じ
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
配
慮
か
ら
財
務
省
は
、
ウ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

オ
ー
ル
・
ス
ト
リ
ー
ト
の
銀
行
家
を
疎
外
し
た
く
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
ロ
ン
グ
と
ス
ト
ラ
ウ
ス
の
会
談
に
よ
っ
て
、
中
国
借
款
の
政
治
的
側

面
を
重
視
す
る
国
務
省
と
、
中
国
借
款
が
自
由
公
債
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
与
え
る
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
を
重
視
す
る
財
務
省
と
の
立
場
が
、
一
層
明

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

ら
か
に
な
っ
た
。
こ
の
間
、
ア
ボ
ッ
ト
を
は
じ
め
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
・
エ
レ
ク
ト
リ
ッ
ク
社
の
M
・
A
・
ア
ウ
デ
ィ
ソ
（
鑑
斜
霞
陣
8
鋭
○
巳
ヨ
海
外

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

事
業
部
の
部
長
）
ら
が
、
さ
か
ん
に
国
務
省
、
商
務
省
に
対
し
て
、
中
国
借
款
の
問
題
を
閣
議
で
と
り
あ
げ
る
よ
う
働
き
か
け
て
い
た
。
し
か
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

前
述
し
た
よ
う
に
、
財
務
省
の
立
場
ゆ
え
に
一
七
年
の
暮
の
段
階
で
は
、
中
国
借
款
の
見
通
し
は
全
く
暗
か
っ
た
。

　
一
八
年
が
明
け
る
や
、
国
務
省
に
一
つ
の
希
望
が
み
え
て
き
た
。
と
い
う
の
は
一
月
二
十
二
B
に
、
ラ
ン
シ
ン
グ
は
、
中
国
借
款
が
政
治
的

配
慮
か
ら
必
要
で
あ
る
な
ら
ば
、
財
務
省
は
そ
れ
に
異
議
は
唱
え
な
い
、
と
い
う
条
件
付
き
で
は
あ
る
が
、
中
国
借
款
を
認
可
す
る
旨
の
手
紙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

を
マ
ッ
カ
ド
ゥ
長
官
か
ら
受
け
取
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
財
務
省
が
中
国
借
款
に
対
す
る
こ
れ
ま
で
の
立
場
を
修
正
し
た
主
な
理
由
は
、
第
一
回

21 （347）



及
び
第
二
回
の
自
由
公
債
募
集
の
実
績
か
ら
、
自
由
公
債
に
よ
る
将
来
の
資
金
作
り
の
見
通
し
は
明
か
る
い
、
と
マ
ッ
カ
ド
ゥ
が
判
断
し
た
た

め
で
あ
っ
た
。
と
も
か
く
マ
ッ
カ
ド
ゥ
か
ら
の
返
事
は
、
ラ
ン
シ
ン
グ
を
勇
気
づ
け
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ラ
ン
シ
ン
グ
は
、
即
時
行
動
に
移
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

べ
き
時
が
き
た
と
判
断
し
、
二
月
十
一
日
に
、
大
統
領
に
中
国
借
款
と
新
ア
メ
リ
カ
銀
行
団
の
結
成
を
う
な
が
す
建
言
書
を
提
出
し
た
。
し
か

し
丁
度
そ
の
時
、
政
府
は
四
月
六
日
に
発
行
さ
れ
る
第
三
回
目
の
自
由
公
債
を
計
画
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
ま
た
し
て
も
ラ
ン
シ
ン

グ
は
機
を
逸
し
て
し
ま
っ
た
。
一
方
、
ア
ウ
デ
ィ
ン
は
そ
の
間
も
絶
え
間
な
く
、
商
務
長
官
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
レ
ッ
ド
フ
ィ
ー
ル
ド
（
≦
箆
欝
欝
ρ

閃
⑦
象
鼠
恥
）
を
つ
つ
い
て
、
政
府
の
即
時
か
つ
適
切
な
行
動
を
求
め
て
い
た
。
中
国
借
款
の
ネ
ヅ
ク
に
な
っ
て
い
る
の
は
財
務
省
で
あ
る
と
知
ら

さ
れ
た
商
務
長
官
は
、
ア
ウ
デ
ィ
ン
に
一
つ
の
妙
案
を
与
え
た
。
そ
れ
は
、
商
務
省
や
国
務
省
に
直
接
建
議
す
る
こ
と
よ
り
も
む
し
ろ
、
ア
ゥ

デ
ィ
ン
自
ら
が
、
ウ
ォ
ー
ル
・
ス
ト
リ
ー
ト
の
有
力
な
銀
行
家
に
直
接
、
中
国
借
款
の
必
要
性
を
説
き
、
そ
し
て
銀
行
家
自
ら
が
、
財
務
長
官

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

を
説
得
す
る
、
と
い
っ
た
戦
術
を
と
っ
て
は
ど
う
か
、
と
い
う
旨
の
忠
告
で
あ
っ
た
。
商
務
長
官
の
忠
告
が
、
果
し
て
効
を
奏
し
た
か
否
か
は

　
　
　
⑬

さ
て
お
き
、
当
時
ア
メ
リ
カ
で
は
第
三
面
目
の
自
由
公
債
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
、
は
な
ば
な
し
く
展
開
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
ま
さ
に
こ
の
時
、

す
な
わ
ち
一
八
年
五
月
に
、
新
ア
メ
リ
カ
銀
行
団
結
成
の
直
接
の
引
き
金
と
な
っ
た
、
い
わ
ゆ
る
「
煙
酒
公
売
借
款
」
の
甘
煮
が
新
た
に
ク
ロ

ー
ズ
・
ア
ッ
プ
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
国
務
省
は
、
一
八
年
五
月
末
に
米
駐
華
公
使
ポ
ー
ル
・
S
・
ラ
イ
ン
シ
ュ
（
娼
即
¢
一
　
ω
●
　
切
①
一
口
ω
O
財
）
か
ら
、
　
「
朝
鮮
組
」
と
称
す
る
撲
本
の
一
銀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

行
団
（
西
原
亀
三
）
が
、
中
国
政
府
（
曹
汝
縣
）
と
煙
酒
税
を
担
保
と
す
る
借
款
を
交
渉
し
て
い
る
、
と
の
情
報
を
得
た
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
煙

酒
税
は
シ
カ
ゴ
借
款
の
担
保
に
入
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
し
て
、
　
「
煙
酒
公
売
借
款
」
を
引
受
け
よ
う
と
す
る
日
本
の
行
為
は
、
ア
メ
リ
カ
の
利

益
に
直
接
抵
触
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
国
務
省
を
刺
激
し
た
の
は
そ
れ
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の
「
煙
酒
公
売
借
款
」
は
、
中
国
政
府
が
自

国
の
煙
草
産
業
を
国
有
化
す
る
政
策
の
一
環
と
し
て
考
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
北
京
政
府
は
、
煙
草
産
業
の
振
興
と
煙
草
税
の
増
収
を
は

か
る
た
め
、
日
本
人
を
顧
問
に
採
用
し
、
そ
の
指
導
の
下
に
煙
草
の
作
付
け
か
ら
製
造
・
販
売
ま
で
の
監
督
、
お
よ
び
煙
草
税
務
局
に
入
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

く
る
歳
入
の
管
理
を
強
化
し
よ
う
と
し
て
い
た
。
つ
ま
り
中
国
政
府
の
計
画
は
、
一
九
〇
二
年
以
来
、
中
国
に
お
い
て
大
規
模
に
操
業
し
て
き
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⑯

た
英
米
煙
草
会
祉
（
ゴ
6
じ
d
葺
圃
鴇
》
ヨ
①
ユ
§
日
日
筈
霧
8
0
。
ヨ
宇
美
以
後
B
A
T
と
略
記
）
の
利
益
を
脅
か
す
も
の
で
も
あ
っ
た
。
　
「
昼
酒
公
売

借
款
」
交
渉
の
知
ら
せ
に
驚
い
た
シ
カ
ゴ
銀
行
お
よ
び
、
B
A
T
の
代
表
は
、
早
速
自
社
の
利
益
の
保
護
を
求
め
て
、
し
か
る
べ
き
措
置
を
講

ず
る
よ
う
政
府
に
要
請
し
た
。
特
に
ロ
ン
グ
は
、
以
前
か
ら
親
し
い
関
係
に
あ
っ
た
ア
ボ
ッ
ト
か
ら
、
シ
カ
．
コ
銀
行
の
窮
状
を
知
ら
さ
れ
、
す

ぐ
さ
ま
同
銀
行
の
利
益
を
守
る
決
意
を
し
た
。
　
一
方
、
B
A
T
の
方
も
、
六
月
十
八
臓
に
ノ
ー
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
選
出
の
上
院
議
員
り
一
・
S
・

オ
ー
バ
ー
マ
ン
（
ピ
O
①
　
ω
。
　
○
＜
O
同
ヨ
ρ
づ
）
を
動
か
し
て
、
ラ
ン
シ
ン
グ
長
官
に
同
社
の
利
益
保
護
を
訴
え
る
と
と
も
に
、
社
長
J
・
B
．
デ
ュ
ー
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

（
智
ヨ
Φ
。
。
匂
コ
．
∪
巳
＾
Φ
）
自
ら
、
ラ
ン
シ
ン
グ
や
レ
ッ
ド
フ
ィ
ー
ル
ド
に
会
見
し
、
政
府
の
適
切
な
措
置
を
求
め
た
。

　
か
く
し
て
国
務
省
は
、
特
殊
利
益
集
団
の
要
請
に
す
ぼ
や
く
反
応
し
、
行
動
に
移
し
た
。
ア
ボ
ッ
ト
か
ら
、
シ
カ
ゴ
を
中
心
と
す
る
新
ア
メ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

リ
カ
銀
行
団
の
結
成
の
努
力
が
失
敗
に
終
っ
た
、
と
知
ら
さ
れ
て
い
た
ロ
ン
グ
は
、
つ
い
に
ス
ト
ラ
ウ
ス
か
ら
、
財
務
省
の
意
見
を
入
れ
て
、

ウ
ォ
ー
ル
・
ス
ト
リ
ー
ト
の
大
手
銀
行
を
含
む
新
ア
メ
リ
カ
銀
行
団
の
結
成
を
決
意
し
た
。
そ
し
て
ロ
ン
グ
は
、
六
月
二
十
日
に
、
財
務
次
官

R
・
レ
ッ
フ
ィ
ン
グ
ウ
ェ
ル
（
閃
償
ω
の
Φ
置
ぴ
Φ
臨
昌
σ
q
壽
ε
、
戦
時
貿
易
評
議
会
（
≦
舘
日
蜀
幽
。
b
ご
。
錠
α
）
の
A
・
ス
ト
ラ
ウ
ス
そ
れ
に
ア
ボ
ッ
ト
と

会
合
を
も
ち
、
中
国
借
款
の
具
体
案
を
協
議
し
た
。
そ
こ
で
四
二
は
、
次
の
二
つ
の
点
で
意
見
の
一
致
を
み
た
。
一
つ
は
、
中
国
借
款
は
政
治

的
に
極
め
て
重
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
新
ア
メ
リ
カ
銀
行
団
の
結
成
が
必
要
な
こ
と
、
二
つ
は
、
モ
ル
ガ
ン
商
会
、
タ
ー
ン
・
ロ
ー
ブ
商

会
、
シ
カ
ゴ
銀
行
、
リ
ー
商
会
、
ギ
ャ
ラ
ン
テ
ィ
・
ト
ラ
ス
ト
商
会
の
代
表
を
招
い
て
、
中
国
借
款
に
つ
い
て
政
府
と
会
合
を
も
つ
こ
と
、
以

　
　
　
　
　
　
　
⑳

上
の
二
点
で
あ
っ
た
。
ロ
ン
グ
か
ら
新
ア
メ
リ
カ
銀
行
団
の
結
成
に
関
す
る
上
申
書
を
手
に
し
た
ラ
ン
シ
ン
グ
は
、
そ
の
ま
ま
の
形
で
そ
の
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

の
う
ち
に
、
大
統
領
に
手
渡
し
た
。
か
く
し
て
翌
日
の
六
月
二
十
一
日
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
か
ら
そ
の
認
可
が
お
り
、
新
ア
メ
リ
カ
銀
行
団
の
結
成

　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

が
正
式
に
決
定
さ
れ
た
。
つ
ま
り
、
ア
ボ
ッ
ト
が
政
府
の
保
護
を
要
請
し
て
か
ら
わ
ず
か
二
週
間
以
内
に
、
ワ
シ
ン
ト
ン
政
府
は
新
ア
メ
リ
カ

銀
行
団
の
結
成
に
向
け
て
動
き
出
し
た
の
で
あ
る
。
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⑦
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ル
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リ
ッ
ク
社
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G
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E
・
）
は
、
一
八
九
二
．
年
、
モ
ル
ガ

　
ン
商
会
、
リ
ー
商
会
ら
の
働
き
で
、
ト
ム
ソ
ン
”
ヒ
ュ
…
ス
ト
ン
と
エ
ジ
ソ
ン
の

　
二
大
企
業
が
合
同
し
て
で
き
た
電
気
会
往
で
あ
る
。
一
九
〇
圏
年
に
は
東
京
電
気

　
株
式
会
社
と
、
　
一
〇
年
に
は
芝
浦
製
作
所
と
そ
れ
ぞ
れ
資
本
及
び
技
術
提
携
の
関

　
係
に
入
り
、
東
ア
ジ
ア
市
場
へ
と
進
請
し
た
。
特
に
第
～
五
大
戦
中
、
G
・
E
・

　
の
海
外
窺
業
は
三
倍
以
上
に
増
大
し
、
一
九
年
に
は
、
別
会
社
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

　
ナ
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
・
エ
レ
ク
ト
リ
ッ
ク
社
を
組
織
し
た
。
そ
し
て
社
長
に
は
ジ

　
ェ
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ド
・
ス
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プ
、
副
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長
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ウ
デ
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を
迎
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。
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営
す
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ア
メ
リ
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ン
煙

　
草
会
社
（
月
7
0
》
白
Φ
ユ
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昌
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σ
ゆ
o
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℃
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が
合
併
し
て
で
き
た
会
社
で
、

　
そ
の
総
資
本
の
三
分
の
二
は
ア
メ
リ
カ
の
資
本
で
占
め
ら
れ
て
い
た
。
B
A
T
は
、

　
煙
草
の
栽
培
か
ら
製
造
・
販
売
ま
で
一
貫
し
て
行
な
い
、
中
国
の
煙
草
産
業
を
事

　
実
上
独
占
し
て
い
た
。
た
と
え
ば
B
A
T
の
中
国
に
お
け
る
煙
草
販
売
高
は
、
一

　
九
〇
一
一
年
か
ら
一
六
年
の
問
に
十
倍
に
ふ
え
た
。
ま
た
、
．
B
A
T
は
、
満
州
を
中

　
心
に
操
業
し
て
い
る
日
本
の
東
亜
煙
草
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と
も
競
合
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係
に
あ
っ
た
。

　
Q
Q
口
Φ
村
ヨ
㊤
O
O
．
O
O
O
げ
H
騨
P
．
、
ヒ
d
一
σ
q
ピ
ご
自
ω
圃
昌
①
ω
り
。
一
嵩
　
O
げ
一
昌
㊤
”
　
q
o
一
5
0
1
諺
ヨ
④
二
〇
ρ
当

　
幻
凶
く
㊤
マ
冤
中
口
什
げ
O
円
O
σ
ρ
O
O
O
H
臣
鳥
β
ω
け
同
《
’
戸
Q
O
㊤
O
I
H
り
ω
O
二
嗣
）
冨
ω
・
く
騨
冨
　
q
昌
7

　
〈
2
，
0
0
富
累
一
ゆ
刈
ρ
℃
℃
■
一
一
i
一
ω
脚
菊
魚
一
話
O
げ
叶
O
U
騨
コ
ψ
一
コ
σ
q
曽
匂
昌
轟
O
㎝
讐
配
り
同
Q
O
讐
o
Q
⑩
G
ゆ
噂

　
窃
一
＼
H
り
O
b
o
…
轡
b
ご
’
∪
三
内
。
仲
。
び
斜
コ
ψ
ヨ
α
q
層
｝
ヨ
さ
H
o
Q
㌧
偏
差
o
Q
嚇
。
◎
O
ω
．
α
一
＼
掃
Φ
O
窃
U
Q
Q
客
》
，

⑰
　
＞
7
げ
。
ヰ
傍
o
U
9
贔
’
㍗
≡
o
一
噛
一
㊤
一
〇
◎
’
Q
Q
㊤
G
O
．
窃
H
＼
一
㊤
O
心
…
冒
o
p
⑳
峠
。
巨
o
o
冠
彰
円
漕

　
｝
β
昌
O
O
Q
嘲
同
㊤
一
Q
Q
’
Q
Q
⑩
も
◎
．
切
ド
＼
H
O
O
ω
U
o
Q
堵
》
マ

⑱
旨
・
切
■
U
欝
①
ε
い
霞
臨
品
㌧
臼
真
受
b
。
ρ
ド
＄
。
。
’
。
。
㊤
。
。
■
黛
＼
お
H
一
U
ω
完
セ

（35e）24



労
巴
ゆ
。
冠
ざ
い
餌
驕
貯
σ
q
、
冒
き
一
伊
戸
㊤
一
Q
。
層
男
．
O
．
心
ρ
切
。
匿
婚
認
U
O
累
｝
…

図
。
《
≦
．
O
目
裏
層
§
o
ミ
。
ミ
§
ぴ
§
ミ
u
乱
ミ
馬
寒
瞳
肉
慶
鷺
§
℃
o
§
黛
讐

　
送
疑
－
玉
璽
（
ち
㎝
“
）
や
H
露
・

⑲
諺
σ
9
詐
8
U
o
品
こ
§
⑦
ω
▼
ド
㊤
H
。
。
℃
磨
8
σ
q
勺
巷
霞
ω
■

＠＠＠
い
。
品
．
。
。
鼠
¢
琶
。
冨
ロ
身
昼
窃
笑
b
。
ρ
ド
リ
ド
。
。
讐
い
8
σ
q
℃
省
。
尊

い
慧
。
・
一
品
8
≦
蕾
o
P
冒
器
卜
。
P
巳
一
。
。
．
。
。
㊤
。
。
。
議
＼
お
8
ρ
U
o
Q
瓢
〉
●

≦
一
一
。
。
8
8
い
撃
。
・
貯
σ
q
噛
甘
器
b
。
一
L
露
G
。
噛
。
。
Φ
。
。
噛
訟
＼
卜
。
賃
ω
U
Q
っ
緊
〉
。

第
四
章
　
新
ア
メ
リ
カ
銀
行
団
の
結
成
と
そ
の
意
義

ウィルソン政権の新四國借款団政策（松田）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
政
府
か
ら
招
待
を
受
け
た
大
手
銀
行
の
代
表
者
は
、
一
八
年
六
月
二
十
六
日
、
中
国
借
款
を
協
議
す
る
た
め
に
ワ
シ
ン
ト
ン
へ
や
っ
て
き
た
。

潭
ン
グ
は
、
政
府
と
財
界
の
初
会
合
の
目
標
を
次
の
二
点
に
設
定
し
た
。
一
つ
は
、
＝
二
年
の
ウ
ィ
ル
ソ
ン
声
明
以
来
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
政
権
に

対
し
て
抱
い
て
い
る
旧
ア
メ
リ
カ
銀
行
団
の
敵
対
感
情
を
和
ら
げ
る
こ
と
、
二
つ
は
、
国
際
金
融
資
本
家
の
活
動
を
ウ
ィ
ル
ソ
ン
政
府
の
国
策

に
組
み
込
む
方
式
を
あ
み
出
す
こ
と
、
以
上
の
二
点
で
あ
っ
た
。
ラ
ン
シ
ン
グ
の
あ
い
さ
つ
後
、
ロ
ン
グ
の
司
会
の
下
に
実
質
協
議
が
始
ま
っ

た
。
ロ
ン
グ
が
予
想
し
た
通
り
、
旧
ア
メ
リ
カ
銀
行
団
の
メ
ン
バ
ー
は
、
政
府
に
紺
す
る
根
深
い
悪
感
情
を
隠
し
は
し
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
ロ

ン
グ
は
、
銀
行
家
に
政
府
の
中
国
借
款
政
策
を
説
明
す
る
一
方
、
彼
ら
の
愛
国
心
に
訴
え
な
が
ら
、
新
ア
メ
リ
カ
銀
行
団
の
結
成
に
対
す
る
銀

　
　
　
　
　
　
　
　
②

行
家
の
協
力
を
求
め
た
。
第
一
回
目
の
会
合
で
は
、
ア
メ
リ
カ
が
中
国
へ
経
済
進
出
す
る
た
め
に
は
、
門
戸
開
放
の
原
則
の
確
立
が
必
要
な
こ

と
、
そ
の
戦
術
と
し
て
国
際
協
調
路
線
を
採
用
す
る
こ
と
、
中
国
投
資
に
対
し
て
は
、
政
府
と
財
界
の
協
力
が
必
要
な
こ
と
、
な
ど
中
国
借

款
に
関
す
る
一
般
原
則
が
確
認
さ
れ
、
新
ア
メ
リ
カ
銀
行
団
の
具
体
的
な
案
は
、
次
回
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
会
合
で
銀
行
側
が
提
出
す
る
こ
と

　
　
　
③

に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
新
ア
メ
リ
カ
銀
行
団
が
結
成
さ
れ
る
ま
で
に
、
政
府
と
銀
行
側
と
の
会
合
が
計
三
回
持
た
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

が
、
そ
れ
ら
の
会
合
を
通
し
て
明
ら
か
に
な
っ
た
銀
行
側
と
政
府
の
主
張
を
整
理
す
る
と
、
そ
れ
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

　
銀
行
側
は
、
政
府
へ
の
協
力
の
代
償
と
し
て
、
次
の
三
つ
の
基
本
的
な
条
件
を
出
し
た
。
一
つ
は
、
戦
争
を
契
機
に
債
権
國
に
転
じ
た
ア
メ

リ
カ
が
、
戦
後
、
世
界
経
済
の
復
興
に
主
導
的
な
役
割
を
果
す
、
重
大
な
責
任
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
、
政
府
は
充
分
認
識
す
る
こ
と
、
そ
し

て
そ
の
よ
う
な
認
識
の
下
に
、
政
府
は
戦
後
の
資
本
輸
出
に
お
い
て
、
借
款
契
約
の
ス
ム
ー
ズ
な
履
行
を
は
か
る
た
め
に
、
積
極
的
な
役
割
を
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果
す
こ
と
、
二
つ
は
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
政
府
が
こ
れ
ま
で
に
と
っ
て
き
た
、
中
国
投
資
に
対
す
る
消
極
的
な
態
度
が
原
因
で
、
一
般
投
資
家
は
中

国
公
債
に
不
安
を
抱
き
つ
づ
け
て
き
た
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
の
不
安
を
と
り
の
ぞ
く
た
め
に
、
政
府
は
中
国
公
債
の
発
行
時
に
、
同
公
債
が
政

府
の
要
請
の
下
に
、
し
か
も
そ
れ
は
政
府
の
支
持
の
下
に
あ
る
旨
を
、
声
明
の
形
で
公
表
す
る
こ
と
、
三
つ
は
、
政
府
は
、
在
外
公
館
を
通
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

て
収
集
し
た
中
国
の
財
政
に
関
す
る
情
報
を
銀
行
側
に
提
供
す
る
こ
と
、
以
上
の
三
点
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
す
べ
て
は
、
銀
行
側
へ
の
積
極
的

な
支
持
と
協
力
を
政
府
に
求
め
た
も
の
で
あ
り
、
五
年
前
に
銀
行
側
が
ウ
ィ
ル
ソ
ン
新
大
統
領
に
求
め
た
条
件
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
内
容
の
も
の

で
あ
っ
た
。

　
そ
れ
に
対
し
て
政
府
は
、
中
国
借
款
に
は
ア
メ
リ
カ
へ
の
英
仏
の
支
持
と
協
力
が
必
要
な
こ
と
、
そ
の
た
め
に
は
新
国
際
借
款
団
の
結
成
が

必
要
で
、
そ
の
一
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
新
ア
メ
リ
カ
銀
行
団
の
結
成
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、
の
二
点
を
銀
行
側
に
説
い
た
。
そ
し
て
政
府
は
、
銀

行
団
結
成
に
関
し
て
銀
行
側
に
次
の
三
つ
の
基
本
的
な
条
件
を
提
示
し
た
。
第
一
は
、
ア
メ
リ
カ
銀
行
団
の
構
成
メ
ン
バ
ー
を
拡
大
し
て
、
そ

れ
を
真
に
全
国
的
な
も
の
に
す
る
こ
と
、
第
二
は
、
銀
行
側
は
、
借
款
の
契
約
条
件
を
国
務
省
に
予
め
提
出
し
、
そ
の
認
可
を
う
け
る
こ
と
、

そ
の
際
、
中
国
の
主
権
を
侵
害
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
借
款
は
、
認
可
さ
れ
な
い
こ
と
、
第
三
は
、
新
ア
メ
リ
カ
銀
行
団
へ
の
加
入
条
件
と
し
て
、

す
べ
て
の
銀
行
は
、
現
在
有
す
る
中
国
借
款
の
優
先
権
を
全
部
放
棄
し
、
新
ア
メ
リ
カ
銀
行
団
に
譲
渡
す
る
こ
と
、
な
お
こ
の
原
則
は
、
新
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

際
借
款
団
に
も
適
用
さ
れ
る
こ
と
、
以
上
の
三
点
が
、
政
府
が
銀
行
側
に
求
め
た
条
件
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
そ
の
三
つ
の
条
件
に
奮
ま
れ
て
い

る
政
府
の
意
図
お
よ
び
、
そ
の
意
義
を
検
討
し
て
み
よ
う
。

　
旧
ア
メ
リ
カ
銀
行
団
の
権
力
が
、
一
握
り
の
有
力
な
銀
行
に
握
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
既
に
述
べ
た
が
、
第
一
の
条
件
は
、
銀
行
団
の
メ
ン
バ

ー
を
拡
大
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
権
力
の
分
散
化
を
は
か
る
と
い
っ
た
意
図
が
こ
め
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
措
置
は
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
民
主
党
の
独

占
体
に
対
す
る
態
度
を
反
映
し
た
も
の
で
、
特
に
ウ
ォ
ー
ル
・
ス
ト
リ
ー
ト
の
権
力
を
相
対
的
に
弱
め
る
ね
ら
い
を
も
っ
て
い
た
。
同
時
に
そ

の
条
件
は
、
戦
争
を
契
機
に
急
速
に
成
長
し
た
他
の
投
資
銀
行
に
も
、
中
国
投
資
の
機
会
を
広
範
囲
に
与
え
る
と
い
っ
た
、
民
主
党
「
ニ
ュ
ー

・
フ
リ
ー
ダ
ム
」
の
政
治
思
想
に
も
合
致
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
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ウィルソン政権の新四国借款団政策（松田）

　
第
二
の
条
件
は
、
政
府
の
指
導
性
、
国
家
の
役
割
と
い
う
意
味
で
こ
れ
ま
た
重
要
で
あ
っ
た
。
国
際
金
融
資
本
家
は
、
国
際
金
融
と
い
う
事

業
の
性
格
か
ら
、
パ
ー
ト
ナ
ー
を
通
し
て
外
国
政
府
と
の
結
び
つ
き
が
深
い
上
に
、
彼
ら
自
身
の
利
益
が
、
政
府
の
追
求
す
る
国
益
と
必
ず
し

も
い
つ
も
一
致
す
る
と
は
限
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
場
合
、
ア
メ
リ
カ
独
自
の
国
益
を
追
求
す
る
政
府
に
と
っ
て
、
国
際
金
融
資
本
家
の

行
動
は
妨
げ
に
こ
そ
な
れ
、
プ
ラ
ス
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。
ま
た
彼
ら
の
行
動
は
、
好
む
と
好
ま
ざ
る
と
に
か
か
わ
ら
ず
、
や
や
も
す
る
と
ア

メ
リ
カ
政
府
を
外
国
政
府
と
の
ト
ラ
ブ
ル
や
、
中
国
の
内
政
干
渉
に
ま
き
込
む
可
能
性
を
も
も
っ
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
国
際
金
融
資
本
家
か

ら
な
る
旧
ア
メ
リ
カ
銀
行
団
に
対
し
て
、
当
時
、
彼
ら
の
行
動
を
監
視
し
、
借
款
の
内
容
を
事
前
に
チ
ェ
ッ
ク
す
る
制
度
は
ま
だ
確
立
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
国
際
借
款
団
の
一
メ
ン
バ
ー
と
し
て
ア
メ
リ
カ
銀
行
団
が
、
中
国
の
主
権
を
侵
害
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
よ
う
な
借

款
契
約
を
結
ん
で
も
、
政
府
は
そ
れ
に
対
し
て
外
交
上
の
支
持
を
差
し
控
え
る
以
外
、
彼
ら
の
行
動
を
前
以
っ
て
チ
ェ
ヅ
ク
し
う
る
有
効
な
手

段
を
何
ら
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
か
っ
た
。
ま
た
ア
メ
リ
カ
銀
行
団
の
行
動
は
、
外
国
か
ら
み
れ
ば
、
同
銀
行
団
が
国
を
単
位
と
し
て
行
動
す
る

が
ゆ
え
に
、
あ
た
か
も
ア
メ
リ
カ
政
府
が
ア
メ
リ
カ
銀
行
団
を
支
持
し
て
い
る
か
の
よ
う
な
印
象
を
与
え
か
ね
な
か
っ
た
。
国
益
を
追
求
す
る

上
で
の
、
こ
の
よ
う
な
不
便
を
克
服
す
る
た
め
に
考
え
ら
れ
た
の
が
第
二
の
条
件
で
あ
っ
た
。
事
前
通
告
を
義
務
付
け
た
第
二
の
条
件
は
、
単

に
国
務
省
を
投
資
に
関
す
る
情
報
セ
ン
タ
ー
と
す
る
だ
け
で
な
く
、
政
府
の
財
界
に
対
す
る
管
理
と
指
導
を
強
め
、
国
際
金
融
資
本
家
の
利
益

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

を
広
い
視
野
で
遂
行
す
る
国
策
の
中
に
組
み
込
も
う
と
す
る
ね
ら
い
を
も
っ
て
い
た
。
つ
ま
り
こ
の
措
置
は
、
政
府
の
指
導
の
下
に
、
国
益
と

特
殊
利
益
集
団
の
利
益
と
を
一
致
さ
せ
よ
う
と
す
る
制
度
的
保
証
で
あ
り
、
国
家
の
指
導
性
、
大
統
領
の
指
導
性
を
固
く
信
じ
て
い
た
ウ
ィ
ル

ソ
ン
の
政
治
理
念
の
表
現
で
も
あ
っ
た
。

　
第
三
の
条
件
も
、
他
の
二
つ
の
条
件
に
勝
る
と
も
劣
ら
ぬ
ほ
ど
重
要
で
あ
っ
た
。
表
面
的
に
は
そ
れ
は
、
ア
メ
リ
カ
国
内
の
銀
行
の
み
を
対

象
と
し
た
形
を
と
っ
て
は
い
る
が
、
実
際
に
は
そ
の
主
た
る
対
象
は
日
本
に
あ
っ
た
。
つ
ま
り
ロ
ン
グ
の
言
葉
に
従
え
ば
、
　
「
優
先
権
の
譲
渡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
グ
リ
　
メ
ソ
ト

を
新
国
際
借
款
団
へ
の
加
入
の
一
条
件
と
す
る
こ
と
に
関
す
る
合
　
意
を
、
英
仏
日
の
三
国
か
ら
と
り
付
け
る
た
め
に
は
、
ま
ず
ア
メ
リ
カ
自

身
が
そ
の
先
例
を
つ
く
り
、
そ
の
原
則
を
確
立
す
る
必
要
が
あ
っ
た
」
の
で
あ
り
、
そ
の
真
の
ね
ら
い
は
、
　
「
担
保
と
し
て
日
本
が
押
さ
え
て
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い
る
・
中
国
の
資
源
鋳
す
る
す
べ
て
の
抵
当
権
恕
・
撃
交
え
ず
し
て
呆
の
手
か
ら
奪
い
取
歯
こ
と
に
あ
・
た
・
言
い
換
え
れ
ば
・
新

ア
メ
リ
カ
銀
行
団
の
結
成
、
お
よ
び
新
国
際
借
款
団
の
結
成
の
主
た
る
ね
ら
い
は
、
大
戦
中
に
日
本
が
中
国
政
府
か
ら
手
に
入
れ
た
様
々
な
特

権
や
利
益
を
、
日
本
か
ら
は
き
出
さ
せ
、
そ
れ
を
ア
メ
リ
カ
主
導
の
新
国
際
借
款
団
の
共
有
財
産
と
す
る
と
こ
ろ
に
あ
り
、
い
う
ま
で
も
な
く

そ
の
意
図
は
、
極
め
て
反
臼
的
な
色
彩
の
濃
い
も
の
で
あ
っ
た
。
国
際
金
融
資
本
家
は
、
彼
ら
の
性
向
か
ら
し
て
日
米
の
政
治
的
対
立
を
招
く

よ
う
な
政
府
の
企
て
に
は
消
極
的
な
態
度
を
と
る
で
あ
ろ
う
と
想
像
し
て
い
た
ロ
ン
グ
は
、
銀
行
家
と
の
交
渉
の
中
で
、
第
三
の
条
件
を
ビ
ジ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

ネ
ス
上
の
一
条
件
と
し
て
提
示
し
、
特
に
そ
れ
の
政
治
的
な
側
面
を
強
調
し
な
か
っ
た
。
し
か
し
ロ
ン
グ
の
真
の
ね
ら
い
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
よ
り

も
政
治
の
面
に
あ
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
ロ
ン
グ
の
と
っ
た
戦
術
こ
そ
、
彼
を
し
て
政
治
家
た
ら
し
め
て
い
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。

　
か
く
し
て
一
八
年
七
月
四
日
に
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
大
統
領
は
、
銀
行
側
と
政
府
側
の
す
べ
て
の
条
件
を
満
た
し
た
新
ア
メ
リ
カ
銀
行
団
の
結
成

　
　
　
⑨

を
認
可
し
、
こ
こ
に
政
府
と
銀
行
側
と
の
間
に
、
合
意
と
協
力
関
係
の
枠
組
が
で
き
あ
が
っ
た
。
そ
し
て
ま
も
な
く
合
計
三
十
三
の
銀
行
か
ら

な
る
新
ア
メ
リ
カ
銀
、
行
団
が
結
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
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①
銀
行
側
の
出
席
者
は
、
シ
カ
ゴ
銀
行
の
ア
ボ
ッ
ト
の
他
に
、
モ
ル
ガ
ソ
商
会
お

　
よ
び
フ
ァ
ー
ス
ト
・
ナ
シ
ョ
ナ
ル
銀
行
を
代
表
し
て
J
・
P
・
モ
ル
ガ
ン
、
ナ
シ

　
ョ
ナ
ル
・
シ
テ
ィ
…
銀
行
の
フ
ラ
ン
ク
・
A
・
ヴ
ァ
ン
ダ
ー
リ
ッ
プ
、
ク
ー
ソ
・
ロ

　
ー
ブ
商
会
の
モ
ー
テ
ィ
マ
i
・
L
・
シ
フ
、
チ
ェ
イ
ス
・
ナ
シ
ョ
ナ
ル
銀
行
の
E

　
・
R
・
テ
ィ
ン
カ
ー
、
ギ
ャ
ラ
ン
テ
ィ
・
ト
ラ
ス
ト
層
間
会
の
H
・
W
・
ス
タ
ン
レ

　
一
の
六
名
で
、
政
府
を
代
表
し
て
、
財
務
次
官
レ
ッ
フ
ィ
ソ
グ
ウ
エ
ル
、
ス
ト
ラ

　
ウ
ス
、
ラ
ス
バ
ー
ン
、
国
務
省
の
ロ
ン
グ
、
ウ
イ
リ
ア
ム
ズ
の
曲
名
が
鵬
航
し
た
。

　
な
お
、
リ
ー
商
会
の
ヘ
ン
リ
…
・
L
・
ヒ
ギ
ン
ソ
ン
は
、
病
気
の
た
め
欠
席
し
た
。
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目
曾
さ
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鼠
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務
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ル
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六
九
物
貝
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②
い
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α
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舅
＝
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メ
飯
南
望
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塁
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ゆ
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℃
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ω
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O
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③
き
ミ
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や
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●

④
　
き
ミ
い
℃
や
。
。
l
P

⑤
　
§
縞

⑥
事
前
通
告
の
義
務
化
に
言
及
し
て
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
は
次
の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
。

　
「
も
し
我
々
が
、
こ
れ
ら
の
銀
行
家
を
支
持
す
る
と
す
れ
ば
、
彼
ら
は
我
々
に
、

　
（
彼
ら
の
）
あ
ら
ゆ
る
行
動
、
お
よ
び
あ
ら
ゆ
る
取
決
め
を
報
告
せ
ね
ば
な
る
ま

　
い
…
…
」
と
。
署
蒜
8
8
ピ
撃
ω
需
品
層
下
帯
蒔
㍉
曾
。
。
鴫
。
。
O
。
。
．
津
鳶
㎝
瞑
U
ω
客
》
。

　
　
ま
た
、
ロ
ン
グ
は
、
新
ア
メ
リ
カ
銀
行
団
結
成
の
意
義
を
次
の
よ
う
に
の
べ
て

　
い
る
。
「
（
ア
メ
リ
カ
銀
行
団
は
）
新
た
に
結
成
さ
れ
、
国
策
に
完
金
に
一
致
し
た
、

　
本
来
の
あ
る
べ
き
姿
と
な
っ
た
。
そ
こ
に
は
独
占
体
も
存
在
せ
ず
、
少
数
の
銀
行

　
に
権
力
が
集
中
す
る
こ
と
も
な
く
、
ま
た
政
府
が
め
く
ら
遡
を
押
し
、
属
民
に
保
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と
い
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こ

と
が
な
く
な
り
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政
府
は
バ
ツ
の
悪
い
思
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を
し
な
く
て
も
す
む
よ
う
に
な
っ
た
」
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ウィルソン政権の新四国借款団政策（松田）

　
以
上
、
検
討
し
た
よ
う
に
、
一
七
年
夏
に
は
新
ア
メ
リ
カ
銀
行
団
に
関
す
る
青
写
真
が
で
き
あ
が
っ
て
い
た
が
、
一
八
年
五
月
末
の
「
煙
酒

公
売
借
款
」
を
契
機
に
活
発
化
し
た
圧
力
団
体
の
政
府
へ
の
働
き
か
け
、
そ
れ
に
自
由
公
債
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
通
し
て
醸
成
さ
れ
た
政
府
と
財

界
と
の
協
力
、
信
頼
関
係
な
ど
が
作
用
し
て
、
新
ア
メ
リ
カ
銀
行
団
は
結
成
さ
れ
た
。
新
た
に
銀
行
団
を
結
成
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
政
府
は
、

国
際
金
融
資
本
家
に
対
す
る
監
督
と
指
導
を
強
め
、
彼
ら
の
利
益
を
国
策
の
中
へ
組
み
入
れ
る
制
度
を
確
立
す
る
一
方
、
ア
メ
リ
カ
銀
行
団
に

お
け
る
ウ
ォ
ー
ル
・
ス
ト
リ
ー
ト
の
絶
対
的
な
権
力
を
相
対
的
に
弱
め
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
い
う
ま
で
も
な
く
新
ア
メ
リ
カ
銀
行
団
の
結
成

は
、
新
国
際
借
款
団
結
成
の
一
ス
テ
ッ
プ
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
新
国
際
借
款
団
政
策
の
大
前
提
は
国
際
協
調
で
あ
っ
た
。
戦
後
の
中
国
経
営
は
、

英
仏
の
協
力
が
不
可
欠
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
協
力
は
資
本
の
テ
コ
、
す
な
わ
ち
戦
債
の
直
答
な
ど
で
英
仏
か
ら
期
待
で
き
る
、
と
考
え
て
い
た

ア
メ
リ
カ
は
、
東
ア
ジ
ア
に
お
い
て
英
仏
と
共
同
一
致
の
行
動
を
と
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
日
本
の
単
独
行
動
を
抑
制
す
る
一
方
、
英
仏
日
か
ら

は
そ
れ
ぞ
れ
の
勢
力
範
囲
を
撤
廃
さ
せ
、
こ
れ
ま
で
形
骸
化
し
て
い
た
門
戸
開
放
の
原
劉
を
確
立
し
よ
う
と
考
え
て
い
た
。
東
ア
ジ
ア
に
そ
の

よ
う
な
環
境
を
つ
く
る
の
が
ア
メ
リ
カ
の
政
策
の
主
た
る
目
的
で
あ
り
、
そ
れ
が
実
現
し
た
暁
に
は
、
ア
メ
リ
カ
は
強
大
な
資
本
の
力
と
生
産

力
を
背
景
に
、
大
々
的
に
中
国
へ
の
投
資
と
貿
易
を
推
進
し
よ
う
と
考
え
て
い
た
。

　
し
か
し
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
ア
メ
リ
カ
政
府
の
構
想
で
あ
り
、
意
図
で
あ
っ
て
、
実
際
に
は
ア
メ
リ
カ
政
府
の
望
む
よ
う
に
は
事
は
運
ば
な

か
っ
た
。
た
と
え
ば
新
国
際
借
款
団
の
結
成
を
め
ぐ
る
、
複
雑
か
つ
長
期
化
し
た
日
英
米
仏
の
交
渉
、
お
よ
び
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
高
揚
し
た

中
国
自
身
の
、
新
国
際
借
款
団
方
式
拒
否
の
態
度
な
ど
が
、
事
の
難
し
さ
を
如
実
に
示
し
て
い
る
。
と
も
か
く
も
ウ
ィ
ル
ソ
ン
政
府
は
、
新
ア

29 （355）



メ
リ
カ
銀
行
団
の
結
成
で
も
っ
て
、

呼
び
か
け
た
の
で
あ
っ
た
。

新
国
際
借
款
団
政
策
の
第
二
段
階
を
終
え
、

次
に
英
仏
日
の
関
係
国
政
府
に
、
新
毛
際
借
款
団
の
結
成
を

　
　
　
　
（
大
阪
外
国
語
大
学
助
教
授
　
枚
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WilsoA’s　New　Four－Power　Consortium　Policy

The　Formation　of　the　NdSv　Ainerican　Banking　Group

by

Takeshi　Matsuda

　　This　article　wlll　examine　the　significance　of　forming　the’　new　Amer－

ican　banking　group　which　was　a　step　to　organize　the　new　four－power

Chinese　Consortitnn．　lt　attempts　to　elucidate　the　purpose　of　forming

the　bankers’　group　as　well　as　the　factors　that　prompted　the　State

Department　to　restructure　the　financial　cluster．　lt　is　argued　that　from

the　efforts　to　regroup　American　bankers　the　government　devised　an

informal　arrangement　in　which　’to　make　the　internatlonal　financiers’

interest　always　congruent　with　・a　national　policy　as　well　as　strengthen

the　grip　on　and　the　leadership　of　the　Wall　Street　bankers．　SecoBdly，

Wilson　democratized　“　dollar　diploinacy　”　by　institutlonalizing　the　broad

participation　of　variegated　Arnerican　bankers　in　the　pursuit　of　the　open

door　policy．　Lastly，　the　main　purpose　of　reorganizing　the　new　Con－

sortium　was　proved　to　take　all　the　mortgages　that　Japan　held　on　Chinese

resources　during　the　war　away　from　the　hands　of　the　Japanese　without

a　struggle．

Kaito垣内in　Heia　z平安Peri◎d

by

Shoji　Mizuno

　　Kalei　S．．，　the　hedge，　vias　by　nature　the　mean　by　whick　the　individual

produced　the　pale　for　himself　to　prevent　others’　from　trespassing．

　　The　area　enclosed　with　Kaki，　was　called　Kaleiuchi　or　Kaito垣内．

The　examples　in　lse伊勢．and　Yantato大和show　that　Kaitos　were

situated　on　terraces，　alluvial’fans　and　banks　or　between　mountains　on

the　edge　of　llo？’isei条里制area．　They　were　developed　as　grounds　for

plowed　fields　and　residentlal　lands，　which　were　out　of　the　othcial　con－

（474）




